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「
サ
ン
ゴ
」
と
聞
く
と
、
南
の
海
の
サ

ン
ゴ
礁
、
赤
サ
ン
ゴ
や
桃
色
サ
ン
ゴ
な
ど

の
深
海
か
ら
と
れ
る
高
価
な
宝
石
サ
ン
ゴ

を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
実

は
、
石
川
県
の
海
の
ご
く
浅
い
場
所
に
も

サ
ン
ゴ
類
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

サ
ン
ゴ
礁
を
作
る
訳
で
も
な
く
、
宝
石
に

な
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

サ
ン
ゴ
類
は
、
ク
ラ
ゲ
や
イ
ソ
ギ
ン

し
ほ
う

チ
ャ
ク
の
仲
間
と
同
じ
刺
胞
動
物
で
す
。

触
手
に
「
刺
胞
」
と
呼
ば
れ
る
毒
針
を
持

っ
て
い
て
、
エ
サ
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
小

動
物
を
捕
獲
す
る
の
に
使
い
ま
す
。
ま
た
、

き
ょ
う

基
部
に
は
石
灰
質
の
莢
と
呼
ば
れ
る
骨
格

を
持
っ
て
い
て
、
ポ
リ
プ
を
縮
め
て
こ
の

中
に
納
ま
り
、
ポ
リ
プ
と
莢
が
セ
ッ
ト
で

こ

ち
ゅ
う

個
虫
と
呼
ば
れ
ま
す
。
石
川
県
で
は
こ

れ
ま
で
に
６
種
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ

こ
で
は
特
徴
的
な
３
種
を
紹
介
し
ま
す
。

ツ
ク
モ
ジ
ュ
ズ
サ
ン
ゴ

（
シ
オ
ガ
マ
サ
ン
ゴ
科
）

つ

く

も

能
登
町
の
九
十
九
湾
で
発
見
さ
れ
、
こ

の
名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
と

と
び
し
ま

こ
ろ
、
能
登
半
島
と
山
形
県
の
飛
島
、
新

潟
県
の
佐
渡
島
か
ら
だ
け
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
本
県
で
は
能
登
の
内
浦
海
岸
、
能

登
町
か
ら
七
尾
市
の
岩
礁
海
岸
に
分
布
し

て
い
ま
す
が
、
外
浦
海
岸
で
も
数
か
所
、

小
規
模
な
群
体
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

石
川
県
の
希
少
な
動
植
物
を
ま
と
め
た

「
い
し
か
わ
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク〈
動
物

編
〉
２
０
０
９
」
で
は
、
地
域
レ
ベ
ル
で

絶
滅
の
お
そ
れ
が
高
い
地
域
個
体
群
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
様
に
見
え
る
ポ
リ

プ
は
オ
レ
ン
ジ
色
か
透
明
で
、
莢
は
白
色

で
直
径
は
約
５
�
で
す
。
莢
は
岩
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
な
ど
に
固
着
し
、
各
個
虫
は
石

灰
質
の
共
骨
で
連
な
り
ま
す
。

生
息
場
所
は
水
深
約
２
ｍ
ま
で
の
岩
礁

で
、
垂
直
面
や
張
り
出
し
た
岩
の
天
井
部

分
の
内
側
等
で
大
き
な
群
体
を
形
成
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
産
卵
期
は
夏
で
、
卵

を
産
み
出
し
、
ふ
化
し
た
幼
生
は
新
し
い

岩
に
固
着
し
て
新
し
い
群
体
を
作
り
は
じ

め
ま
す
（
有
性
増
殖
）。
ま
た
、

ポ
リ
プ
の
基
部
か
ら
根
を
伸
ば
し
、

そ
の
先
端
か
ら
新
し
い
ポ
リ
プ
を

成
長
さ
せ
て
、
群
体
の
個
虫
の
数

を
増
や
し
、
固
着
範
囲
を
広
げ
ま

す
（
無
性
増
殖
）。

い
し
か
わ
生
き
も
の
図
鑑
18

石
川
県
の
海
岸
に
分
布
す
る

サ
ン
ゴ
類

文
・
写
真
◎
の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ツクモジュズサンゴ

イシサンゴ類の体構造の概要と名称

ツクモジュズサンゴの莢

3

いしかわ生きもの図鑑�石川県の海岸に分布するサンゴ類

ツクモジュズサンゴの無性増殖
１．ポリプの基部から根を伸ばし
２．その先端で新しいポリプを成長させ
３．新しい個虫を増やす

ム
ツ
サ
ン
ゴ
（
キ
サ
ン
ゴ
科
）

ムツサンゴ

日
本
固
有
種
で
、
岩
な
ど
に
直
接
固
着

し
ま
す
。
日
本
海
沿
岸
で
は
北
海
道
の
積

丹
半
島
か
ら
若
狭
湾
ま
で
と
隠
岐
諸
島
に
、

太
平
洋
沿
岸
で
は
三
陸
海
岸
か
ら
相
模
湾

と
伊
豆
半
島
、
そ
し
て
大
阪
湾
と
瀬
戸
内

海
に
分
布
し
ま
す
。
山
形
県
の
飛
島
で
は

本
種
を
含
む
イ
シ
サ
ン
ゴ
類
の
群
生
地
が

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
能
登
の
内
浦
海
岸
、
七
尾
市

か
ら
能
登
町
の
水
深
約
３
ｍ
ま
で
の
浅
い

岩
場
で
群
生
し
ま
す
。
生
育
密
度
が
高
い

九
十
九
湾
周
辺
は
貴
重
な
生
息
場
所
で
す
。

能
登
の
外
浦
海
岸
で
は
小
規
模
な
群
体
が

岩
陰
に
点
在
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

２
０
１
６
年
に
は
、
加
賀
市
の
加
佐
の
岬

で
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。「
い
し
か
わ
レ

ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
〈
動
物
編
〉
２
０
０

９
」
で
は
、
準
絶
滅
危
惧
種
に
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

ポ
リ
プ
は
黄
色
ま
た
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
、

触
手
を
広
げ
る
と
直
径
約
１
�
、
莢
の
直

径
は
約
５
�
、
各
個
虫
は
石
灰
質
の
共
骨

で
連
続
し
て
い
ま
す
。

生
息
場
所
と
し
て
波
が
打
ち
寄
せ
、
海

藻
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
が
生
育
す
る
岩
場
を

好
み
ま
す
。
こ
れ
は
陸
か
ら
の
土
砂
の
流

入
が
あ
っ
て
も
、
波
に
よ
っ
て
速
や
か
に

土
砂
が
除
去
さ
れ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
生
息
場
所
は
ツ
ク
モ
ジ
ュ
ズ
サ
ン

ゴ
と
似
て
い
ま
す
が
、
ツ
ク
モ
ジ
ュ
ズ
サ

ン
ゴ
が
主
に
岩
の
垂
直
面
や
亀
裂
や
く
ぼ

み
の
内
側
を
好
む
の
に
対
し
、
ム
ツ
サ
ン

ゴ
は
比
較
的
平
坦
な
岩
肌
を
好
む
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
場
所
で
こ

の
２
種
が
一
緒
に
生
息
し
て
い
る
場
合
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

キ
ク
メ
イ
シ
モ
ド
キ

（
キ
ク
メ
イ
シ
科
）キクメイシモドキ

熱
帯
か
ら
温
帯
に
か
け
て
の
波
静
か
な

浅
瀬
に
生
息
し
、
水
深
３
ｍ
ま
で
の
岩
上

に
固
着
し
ま
す
。
水
温
が
１０
℃
以
下
で
も

生
育
で
き
、
太
平
洋
沿
岸
で
は
千
葉
県
の

館
山
湾
ま
で
、
日
本
海
で
は
佐
渡
島
ま
で

分
布
し
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
能
登
の
内
浦
海
岸
、
能
登
町

か
ら
七
尾
市
に
か
け
て
は
ほ
ぼ
連
続
的
に
、

外
浦
海
岸
で
は
志
賀
町
や
輪
島
市
の
海
岸

に
点
在
し
て
い
ま
す
。
能
登
町
の
九
十
九

湾
と
九
里
川
尻
湾
に
群
生
地
が
あ
り
、
こ

こ
が
キ
ク
メ
イ
シ
モ
ド
キ
の
世
界
の
北
限

群
生
地
で
す
。「
い
し
か
わ
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク〈
動
物
編
〉
２
０
０
９
」
で
は
、

準
絶
滅
危
惧
種
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

骨
格
を
上
へ
上
へ
と
成
長
さ
せ
て
か
た

ま
り
状
の
群
体
を
つ
く
り
、
岩
の
表
面
を

分
厚
く
覆
い
ま
す
。
小
さ
い
群
体
は
、
に

ぎ
り
こ
ぶ
し
の
様
な
形
を
し
て
い
ま
す
。かっ

ポ
リ
プ
の
色
は
体
内
に
共
生
し
て
い
る
褐

ち
ゅ
う
そ
う

虫

藻
の
色
が
反
映
さ
れ
て
茶
色
や
褐
色

の
も
の
が
多
く
、
緑
色
が
混
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
骨
格
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
か

紫
黒
色
、
各
莢
の
直
径
は
約
５
�
で
す
。

石
川
県
の
サ
ン
ゴ
は
他
に
も

の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
調
査

研
究
に
よ
り
、
石
川
県
の
海
岸
で
は
こ
れ

ら
３
種
に
加
え
、
シ
オ
ガ
マ
サ
ン
ゴ
、
ヒ

ラ
チ
ョ
ウ
ジ
ガ
イ
モ
ド
キ
、
ア
オ
チ
ョ
ウ

ジ
ガ
イ
モ
ド
キ
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

電

話
／
０
７
６
８－

７
４－

１
９
１
９
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金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
教
授　

新　

広
昭

※
ブ
ド
ウ
畑
・
の
と
ワ
イ
ン
・
能
登
鹿
島
駅
の
写
真
は
能
登
の
里
山
里
海「
世
界
農
業
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
」提
供

生
物
文
化
多
様
性
と
は
な
に
か

〜
持
続
的
に
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
て
い
く
た
め
の
方
法
〜

生
物
文
化
多
様
性
っ
て

な
に
？

「
生
物
文
化
多
様
性
」
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

「
生
物
多
様
性
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
け
ど
、
生
物
文
化
多
様
性
は

初
め
て
聞
い
た
。
ど
う
違
う
の
？
」
と
い

う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
物
文
化
多
様
性
と
い
う
の
は
、「
生

物
多
様
性
を
文
化
の
力
で
賢
く
利
用
し
て

い
く
こ
と
で
地
域
に
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
し
、
そ
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が
生

物
多
様
性
を
ま
も
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
意
欲
）
に
つ
な
が
る
と
い
う
Ｗ
ｉ
ｎ－

Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
」
と
考
え
ら
れ
る
か
と
思

い
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、「
人
と
生
態

系
と
の
Ｗ
ｉ
ｎ－

Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
」
を
形

作
っ
て
い
く
た
め
の
方
法
論
と
と
ら
え
て

も
い
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」と

「
生
物
多
様
性
の
危
機
」
の
２
つ
の
こ
と

が
分
か
る
と
も
う
少
し
理
解
が
進
む
と
思

い
ま
す
。

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と

生
物
多
様
性
の
関
係

生
物
多
様
性
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
は
４
つ
あ
り
ま
す
。
第

１
は
「
供
給
サ
ー
ビ
ス
」
で
、
食
料
、
燃

料
、
木
材
、
水
な
ど
、
人
間
の
生
活
に
重

要
な
資
源
を
供
給
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

第
２
は
「
調
整
サ
ー
ビ
ス
」
で
、
森
林
に

よ
る
気
候
緩
和
や
水
質
浄
化
と
い
っ
た
、

環
境
を
制
御
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
第
３

は
「
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
」
で
、
精
神
的
充

足
、
美
的
な
楽
し
み
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
機
会
な
ど
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

第
４
は
「
基
盤
サ
ー
ビ
ス
」
で
、
酸
素
の

生
成
、
土
壌
形
成
、
水
循
環
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

一
方
、
生
物
多
様
性
に
は
４
つ
の
危
機

が
あ
り
ま
す
。
第
１
の
危
機
（
開
発
や
乱

獲
に
よ
る
種
の
減
少
・
絶
滅
、
生
息
・
生

育
地
の
減
少
）、
第
２
の
危
機
（
里
地
里

山
な
ど
の
手
入
れ
不
足
に
よ
る
自
然
の
質

の
低
下
）、
第
３
の
危
機
（
外
来
種
な
ど

の
持
ち
込
み
に
よ
る
生
態
系
の
か
く
乱
）、

第
４
の
危
機
（
地
球
環
境
の
変
化
に
よ
る
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危
機
）
で
す
。

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
は
人
間
が
生
存
し
て

い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
生

物
多
様
性
の
危
機
は
そ
の
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
を
損
な
い
、
人
間
の
生
活
を
危
う
く
し

ま
す
。
日
本
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
を
損
な
う
危
機
と
い
え
ば
第

１
の
危
機
、
す
な
わ
ち
生
態
系
の
使
い
過

ぎ（
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
）が
中
心
で
し
た
。

し
か
し
、
今
は
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
東

京
圏
一
極
集
中
と
地
方
の
過
疎
高
齢
化
の

同
時
進
行
が
進
ん
だ
結
果
、
農
林
水
産
物

を
大
量
か
つ
効
率
的
に
生
産
で
き
な
い
条

件
下
に
あ
る
里
山
里
海
地
域
は
価
格
競
争

に
負
け
、
自
然
に
対
す
る
人
間
の
働
き
か

け（
生
産
）が
縮
小
、
撤
退
し
、
供
給
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
た
こ
と
（
ア
ン
ダ
ー
ユ
ー

ス
）
に
よ
る
第
２
の
危
機
が
中
心
に
な
っ

て
い
ま
す
。

第
２
の
危
機
克
服
の
た
め
の

生
物
文
化
多
様
性

こ
の
第
２
の
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に

は
、
地
域
に
生
産
の
力
が
残
っ
て
い
る
間

に
里
山
里
海
に
存
在
す
る
資
源
に
、
よ
り

高
度
・
多
層
的
に
付
加
価
値
を
付
け
、
持

続
的
に
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
を
得
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
、
地
域
資
源
に
高

度
・
多
層
的
に
付
加
価
値
を
付
け
て
い
く

方
法
と
し
て
文
化
の
力
を
活
用
し
よ
う
と

い
う
の
が
、
生
物
文
化
多
様
性
の
考
え
方

の
ひ
と
つ
で
す
。

お
わ
り
に

生
物
文
化
多
様
性
の
考
え
方
を
も
と
に

し
て
第
２
の
危
機
を
克
服
し
地
域
の
再
生
・

創
生
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に

住
む
人
た
ち
が
生
物
と
文
化
の
関
係
を
よ

く
理
解
し
、
共
通
認
識
を
持
ち
、
政
策
を

立
て
、
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
上
記
の
モ
デ
ル

を
そ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
参
考
文
献
】

新
広
昭
・
敷
田
麻
実
（
２
０
１
８
）「
自
治
体
に

お
け
る
生
物
多
様
性
と
文
化
多
様
性
を
つ
な
ぐ

政
策
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
の
モ
デ
ル
構
築
」、『
環

境
情
報
科
学
』、
４７
（
３
）、
pp.
９６－

１
０
１
。

こ
の
図
（
新
・
敷
田
、
２
０
１
８
）
は
、

生
物
多
様
性
と
文
化
多
様
性
の
発
展
プ
ロ

セ
ス
を
モ
デ
ル
化
し
た
も
の
で
す
が
、
こ

の
モ
デ
ル
を
も
と
に
第
２
の
危
機
を
克
服

す
る
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
て
み
ま
す
。
人
と

生
態
系
と
の
身
体
的
、
直
接
的
な
か
か
わ

り
に
よ
っ
て
生
じ
る
文
化
を
１
次
的
文
化

（
食
文
化
な
ど
）
と
す
る
と
、
そ
の
１
次

的
文
化
が
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
２
次
的
文
化

（
工
芸
品
の
図
柄
な
ど
）
へ
と
変
化
し
、

さ
ら
に
そ
れ
は
、
記
号
的
な
３
次
的
文
化

（
絵
画
や
音
楽
の
モ
チ
ー
フ
な
ど
）
に
変

化
し
、
さ
ら
に
３
次
的
文
化
が
生
態
系
と

の
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
新
た

な
文
化
（
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
）
を

生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

一
つ
の
地
域
資
源
が
各
文
化
の
段
階
で
そ

れ
ぞ
れ
付
加
価
値
を
生
み
、
経
済
的
な
メ

リ
ッ
ト
を
地
域
に
与
え
て
い
く
こ
と
で
グ

ロ
ー
バ
ル
な
価
格
競
争
に
対
抗
し
、
自
然

を
守
り
な
が
ら
生
産
を
続
け
て
い
こ
う
と

す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
や
る
気
）
が
生

ま
れ
、
第
２
の
危
機
の
克
服
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

のとワイン

ブドウ畑とワイナリーがある土地の気候・風土の特
性のことを「テロワール」といい、ワインの味の決
め手になるといわれています。テロワールのストー
リーをうまく作れば大きな付加価値を生むことがで
きます（１次的文化）

のと鉄道能登鹿島駅
（能登さくら駅）
のと鉄道の西岸駅はアニメ
の聖地とされており、能登
鹿島駅も桜の見事さから聖
地巡礼の観光客が多く訪れ
ています（２次的文化）

ブドウ畑

奥能登国際芸術祭公式
ガイドブック
珠洲の里山景観や歴史
を背景にしたアート作
品に全国から多くの人
が訪れました（３次的
文化）

生物多様性とのかかわりによる
文化の生成・発展・再生モデル
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石
川
県
に
お
け
る
野
生
鳥
獣
の
保
護・管
理

〜
人
と
野
生
鳥
獣
と
の
共
生
へ
の
取
り
組
み
〜

文
・
写
真 

◎ 

石
川
県
生
活
環
境
部
自
然
環
境
課

石
川
県
に
お
け
る

野
生
鳥
獣
被
害
の
概
況

石
川
県
は
、
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
北
に
は
日
本
海
に
突
き
出
た
能
登
半

島
の
長
く
複
雑
な
海
岸
線
、
ま
た
南
に
は

標
高
２
７
０
２
ｍ
と
い
う
霊
峰
白
山
を
擁

す
る
な
ど
、
そ
の
自
然
環
境
は
変
化
に
富

み
、
豊
か
な
自
然
の
中
に
は
多
種
多
様
な

野
生
生
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
生
息
環
境
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
生
物
が
増

加
し
て
い
る
一
方
で
、
特
定
の
鳥
獣
に
よ

る
生
活
環
境
や
農
林
水
産
業
、
生
態
系
に

係
る
被
害
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
本
県
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
域

の
拡
大
が
著
し
く
、
農
作
物
へ
の
被
害
が

深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
息
数

が
増
加
、
あ
る
い
は
生
息
域
が
拡
大
し
て

い
る
鳥
獣
の
個
体
数
や
生
息
環
境
の
管
理
、

被
害
防
除
対
策
の
実
施
な
ど
、
総
合
的
な

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
人
と
野
生
鳥
獣
が
共
生
し
、
生
物

の
多
様
性
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

後
の
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題

で
す
。大

型
獣
の
生
態
と

生
息
状
況
の
変
化

石
川
県
に
お
い
て
農
作
物
等
の
被
害
が

確
認
さ
れ
て
い
る
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
ニ

ホ
ン
ザ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

つ
い
て
、
そ
の
生
息
地
域
や
個
体
数
の
変

化
を
見
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
南
か
ら
北
、

加
賀
か
ら
能
登
地
方
へ
と
生
息
域
を
広
げ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
…
…
…
…
…

生
息
数：

２
０
１
７
年

約
１
０
５
０
頭（
中
央
値
）

国
際
的
に
は
希
少
な
野
生
動
物
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
石
川
県
で
は
、
１
９
７
０

年
に
初
め
て
個
体
数
の
推
定
調
査
を
行
っ

て
以
降
、
生
息
数
・
分
布
域
と
も
に
拡
大

を
続
け
て
い
ま
す
。
２
０
０
４
年
頃
に
は

中
能
登
地
域
ま
で
、
現
在
で
は
奥
能
登
地

域
に
ま
で
生
息
域
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ザ
ル
…
…
…
…
…
…

生
息
数：

２
０
１
６
年

約
１
６
８
０
頭

昭
和
時
代
の
生
息
地
域
は
白
山
麓
の
山

林
と
金
沢
市
南
部
の
犀
川
源
流
部
に
限
ら

れ
、
個
体
数
も
約
３
０
０
〜
３
５
０
頭
で

安
定
的
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
に

入
り
、
群
れ
が
下
流
部
の
集
落
周
辺
に
定

着
す
る
よ
う
に
な
る
と
餌
事
情
の
良
さ
に

よ
り
数
が
一
気
に
増
加
。
１
９
９
０
年
か

ら
の
４
年
の
間
に
群
れ
の
数
が
１
・
７
倍
、

個
体
数
で
は
２
・
７
倍
の
約
１
０
０
０
頭

に
急
激
に
増
加
し
、
そ
の
後
大
き
な
変
動
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獣類

 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

27,195

36,807

36,912 45,092
34,632 49,777

91,449
70,325 81,061

107,610

イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ

が
増
加
し
た
わ
け

本
県
の
野
生
獣
類
の
生
息
域
は
拡
大
傾

向
に
あ
り
、
環
境
省
が
行
っ
た
調
査
に
よ

る
と
、
イ
ノ
シ
シ
は
１
９
７
８
年
度
か
ら

２
０
１
４
年
度
ま
で
の
３６
年
間
で
約
１
・

７
倍
に
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
約
２
・
５
倍
に

拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
拡
大
傾
向
は
、
今
後
も
続

く
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
し
て
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン

ジ
カ
が
こ
ん
な
に
増
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

い
く
つ
も
の
原
因
が
複
合
的
に
絡
み
あ
っ

た
結
果
と
言
え
ま
す
が
、
主
な
原
因
と
し

て
は
、
暖
冬
傾
向
に
よ
る
積
雪
量
の
減
少
、

中
山
間
地
域
の
過
疎
化
な
ど
人
口
減
少
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
作
物
被
害
の
推
移

石
川
県
の
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
で

最
も
被
害
額
が
大
き
い
の
は
、
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
も
の
で
す
。
１
９
９
９
年
に
加
賀

市
（
旧
山
中
町
）
で
水
稲
の
被
害
が
発
生

し
た
の
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
年
々
、
被

害
地
域
が
拡
大
し
、
２
０
１
０
年
に
は
、

能
登
半
島
北
端
の
珠
洲
市
に
ま
で
被
害
地

域
が
広
が
り
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

額
は
１
億
７
６
１
万
円
、
獣
類
に
よ
る
被

害
額
の
約
９７
％
を
占
め
ま
し
た
。
被
害
地

域
も
川
北
町
、
野
々
市
市
、
内
灘
町
を
除

く
、
県
下
全
域
に
及
ん
で
い
ま
す
。

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
１
１

年
か
ら
の
５
年
間
に
個
体
数
は
１
・
３
倍

の
約
１
６
８
０
頭
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
…
…
…
…
…
…
…

生
息
数：

２
０
１
７
年

約
２
万
９
０
０
０
頭（
中
央
値
）

２
０
０
３
年
ま
で
は
加
賀
地
域
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
暖
冬
傾
向
に
よ
り
、

分
布
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
現
在
で
は
、
ほ
ぼ
県
内

全
域
（
野
々
市
市
、
川
北
町
、
内
灘
町
を

除
く
）
に
分
布
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
分
布
の
拡
大
と
と
も
に
農
作
物
被
害

も
県
内
全
域
（
右
記
市
町
を
除
く
）
に
拡

大
し
て
い
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
…
…
…
…
…
…

生
息
数：

２
０
１
８
年

約
４
４
０
０
頭（
中
央
値
）

大
正
時
代
か
ら
お
よ
そ
１
０
０
年
間
、

石
川
県
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
生
息
が
確

認
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
０
３

年
、
福
井
県
と
の
県
境
付
近
か
ら
南
加
賀

地
域
に
か
け
て
分
布
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に

は
能
登
地
域
で
の
目
撃
も
あ
り
、
徐
々
に

分
布
が
拡
大
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
９
年
に
白
山
市
で
林
業
被

害
が
初
め
て
報
告
さ
れ
、
被
害
額
は
少
な

い
も
の
の
被
害
地
域
は
徐
々
に
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

鳥獣による農作物被害の推移
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有害捕獲
狩猟

管
理
へ
の
取
り
組
み

捕
獲
に
よ
る
個
体
数
管
理

（
１
）
捕
獲
状
況
の
推
移

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

実
績
を
見
る
と
、

１
９
９
３
年
度
以
前

は
１０
頭
以
下
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
も
の
が
、

１
９
９
４
年
度
か
ら

徐
々
に
増
え
始
め
、

２
０
０
０
年
度
か
ら

は
被
害
に
対
す
る
有

害
捕
獲
の
要
請
も
増

加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
捕
獲
数
は
、

狩
猟
と
有
害
捕
獲
を

あ
わ
せ
、
２
０
１
３

年
度
は
２
６
８
４
頭
、

２
０
１
４
年
度
は
２

９
１
９
頭
、
２
０
１

５
年
度
は
４
９
５
２

頭
、
２
０
１
６
年
度

は
７
７
０
４
頭
、

２
０
１
７
年
度
は
９

１
７
４
頭
と
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
４
年
度
以
降
は
、
一
年

中
捕
獲
が
で
き
る
有
害
捕
獲
数
が
狩
猟
に

よ
る
捕
獲
数
を
上
回
り
、
２
０
１
７
年
度

に
は
、
捕
獲
数
全
体
の
約
８
割
を
占
め
る

ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
狩
猟
者
の
状
況

鳥
獣
の
捕
獲
は
、
誰
も
が
で
き
る
わ
け

で
な
く
、
狩
猟
免
許
を
持
つ
者
に
限
ら
れ

イ
ノ
シ
シ
に
関
す
る
管
理
目
標

２
０
２
１
年
度
末
ま
で
に

・
毎
年
度
、
増
加
数
を
上
回
る
９
０
０
０

頭
の
捕
獲
を
進
め
個
体
数
を
減
少
さ
せ
、

２
０
１
６
年
度
末
の
個
体
数
約
１
万

９
０
０
０
頭
の
８
割
の
約
１
万
５
０
０

０
頭
以
下
と
す
る
こ
と

・
農
作
物
被
害
額
に
つ
い
て
は
２
０
１
６

年
度
の
被
害
額
約
８
１
０
０
万
円
の
８

割
の
約
６
５
０
０
万
円
以
下
と
す
る
こ

と目
標
達
成
の
た
め
に

①
狩
猟
に
よ
る
捕
獲
と
有
害
捕
獲
で
の
イ

ノ
シ
シ
の
積
極
的
な
捕
獲
の
促
進
（
狩

猟
規
制
の
緩
和
）

②
防
護
柵
の
設
置
な
ど
、
農
作
物
の
被
害

防
止
対
策
の
徹
底

③
林
地
の
手
入
れ
や
薮
の
刈
り
払
い
な
ど
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
緩
衝
帯
整
備
に

努
め
、
分
布
拡
大
の
抑
制
の
た
め
の
イ

ノ
シ
シ
が
住
み
難
い
生
息
環
境
整
備
を

推
進

④
捕
獲
の
促
進
の
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
の
利

活
用
を
推
進

狩猟（銃猟）

イノシシの捕獲数

有害捕獲（わな猟）
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 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
 589 666 667 752 844 847 886 1,162 1,256 1,392 1,524
 372 320 258 254 258 219 244 268 305 385 402
 94 96 93 113 128 137 156 213 301 390 446
 61 60 62 89 104 106 133 153 179 210 223
 6 8 13 21 38 46 60 73 89 116 108
 1,122 1,150 1,093 1,229 1,372 1,355 1,479 1,869 2,130 2,493 2,703合　計

60歳以上
50～59
40～49
30～39
18～29

（件） ま
す
。
県
内
の
狩
猟
免
許
所
持
件
数
は
、

２
０
０
６
年
度
ま
で
は
減
少
が
続
き
、
過

去
最
少
の
９
１
３
件
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
度
以
降
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
農
作
物
被
害
が
増
え
た
た
め
農
業
者
を

中
心
に
わ
な
免
許
取
得
が
進
ん
だ
こ
と
、

ま
た
、
狩
猟
免
許
試
験
を
年
４
回
に
増
や

し
、
農
閑
期
の
２
月
に
も
行
う
な
ど
、
受

験
機
会
の
拡
充
を
図
っ
た
結
果
、
増
加
に

転
じ
、
２
０
１
７
年
度
に
は
２
０
０
６
年

度
の
約
３
倍
の
２
７
０
３
件
に
ま
で
増
加

し
ま
し
た
。

狩
猟
免
許
所
持
者
の
年
齢
構
成
を
見
る

と
、
本
県
で
は
こ
こ
数
年
６０
歳
以
上
の
占

め
る
割
合
が
６０
％
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

若
い
世
代
の
狩
猟
者
の
確
保
・
育
成
も
必

要
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
３
）
狩
猟
者
の
確
保
・

育
成
の
取
り
組
み

捕
獲
を
促
進
す
る
た

め
に
は
、
狩
猟
者
の
確

保
と
育
成
を
行
う
こ
と

が
大
切
で
、
狩
猟
免
許

試
験
の
受
験
機
会
の
拡

充
と
と
も
に
、
捕
獲
技

術
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
特
に
、
若
い
世

代
の
狩
猟
者
を
確
保
す

る
た
め
に
、
２
０
１
７

年
度
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン

の
狩
猟
者
と
一
緒
に
冬

山
に
実
際
に
出
か
け
る

体
験
型
の
狩
猟
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、

狩
猟
の
魅
力
を
伝
え
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
増
加
す
る
狩
猟
者
に
対
す
る

育
成
支
援
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
狩
猟
免

許
を
取
得
し
た
ば
か
り
の
初
心
者
か
ら
経

験
者
ま
で
を
対
象
に
、
経
験
年
数
や
技
術

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
捕
獲
技
術
習
得
研
修
を

開
催
し
、
一
層
の
捕
獲
数
の
増
加
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

狩
猟
者
の
確
保
・
育
成
に
対
す
る

支
援

●
狩
猟
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

冬
山
で
の
狩
猟
体
験
等
を
通
し
て
狩
猟

の
魅
力
や
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
県
内（
加
賀
、
能
登
）で
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
も
制

作
し
て
い
ま
す
。

●
有
害
鳥
獣
捕
獲
補
助
者
の
養
成

市
町
（
又
は
協
議
会
）
が
開
催
す
る
補

助
者
養
成
講
習
会
へ
講
師
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。

●
石
川
県
猟
友
会
へ
の
補
助
等

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会
の
実
施
等

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展

●
捕
獲
技
術
習
得
研
修
会
等
の
開
催

経
験
や
技
能
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
研
修
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

狩猟者育成（わな研修）

狩猟者育成（銃研修）

県内狩猟免許所持件数の推移（年齢別）

関連イベント（いしかわの里山里海展２０１８）
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特
産
品
と
し
て
の
野
生
動
物
の
活
用
と
生
物

文
化
多
様
性 

〜
合
同
会
社
の
と
し
し
団
の
取
り
組
み
か
ら
〜

文
・
写
真 

◎ 

え
こ
ナ
ビ
編
集
部

取
材
協
力
・
写
真
提
供 

◎ 

合
同
会
社
の
と
し
し
団

石
川
県
に
お
け
る
野
生
鳥
獣
の
被
害
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
対
策
と
し
て
狩

猟
や
有
害
捕
獲
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
捕
獲
さ
れ
た
動
物
は
そ
の
多
く
が
廃
棄

さ
れ
て
い
ま
す
。

羽
咋
市
の
合
同
会
社
の
と
し
し
団
で
は
、
地
域
の
農
林
業
に
被
害
を
も
た
ら
す
イ

ノ
シ
シ
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
の
活
用
と
生
物
文
化
多
様
性
の

関
係
を
、
実
際
の
現
場
か
ら
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

能
登
地
方
の

イ
ノ
シ
シ
対
策

昭
和
の
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
、
石
川
県
内

の
イ
ノ
シ
シ
は
加
賀
地
方
の
一
部
に
生
息

す
る
の
み
で
し
た
。
能
登
地
方
で
は
大
正

時
代
に
絶
滅
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
に
入
り
急
速
に
分
布
を
広
げ
、
現
在

で
は
石
川
県
の
ほ
ぼ
全
域
に
生
息
し
て
い

ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
は
繁
殖
力
が
強
い
た
め
爆
発

的
に
増
え
、
農
作
物
へ
の
被
害
を
広
げ
て

い
ま
す
。
電
気
柵
や
檻
・
わ
な
を
設
置
す

る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
被

害
額
は
い
ま
だ
に
増
加
し
て
お
り
、
有
効

な
対
策
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
イ
ノ
シ

シ
の
対
策
に
疲
れ
て
離
農
し
て
し
ま
う
農

家
も
多
く
、
過
疎
化
に
悩
む
能
登
地
方
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
各
地
で
分
布
が
拡
大
し
て
い
る
野

生
動
物
の
個
体
数
を
管
理
す
る
た
め
、
国

や
各
地
方
自
治
体
で
は
野
生
動
物
の
狩
猟

や
許
可
捕
獲
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
年
々
増
え
続
け
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕

獲
数
に
対
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
地
中
に

埋
め
る
な
ど
し
て
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
人

間
の
都
合
で
奪
っ
た
命
を
ゴ
ミ
と
し
て
処

理
す
る
こ
と
は
狩
猟
者
の
大
き
な
ス
ト
レ

ス
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
石
川
県
羽
咋
市
は
捕
獲
し

た
イ
ノ
シ
シ
を
そ
の
ま
ま
廃
棄
す
る
の
で

は
な
く
、
人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

た
め
に
活
用
す
る
と
い
う
理
念
の
も
と
、

２
０
１
５
年
に
獣
肉
処
理
施
設
を
中
心
と

し
た「
の
と
し
し
大
作
戦
」事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
に
は
合
同

会
社
「
の
と
し
し
団
」
を
設
立
し
、
野
生

の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
て
加
工
し
、
流
通

さ
せ
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

の
と
し
し
肉
の
衛
生
管
理

イ
ノ
シ
シ
の
受
け
入
れ
は
、
ま
ず
猟
師

か
ら
連
絡
を
う
け
、
捕
獲
現
場
ま
で
イ
ノ

シ
シ
の
様
子
を
確
認
し
に
い
く
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
生
き
て
い
る
状
態
の
イ

ノ
シ
シ
を
観
察
す
る
た
め
、
現
場
に
到
着

し
た
時
点
で
死
ん
で
い
る
イ
ノ
シ
シ
は
受

け
入
れ
ま
せ
ん
。

野
生
の
イ
ノ
シ
シ
は
家
畜
の
豚
と
は
違

い
、
ど
こ
で
何
を
食
べ
、
ど
ん
な
病
気
を

持
っ
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

捕
獲
の
際
に
厚
生
労
働
省
が
定
め
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
「
野
生
鳥
獣
肉
の
衛
生
管
理
に

関
す
る
指
針
」
に
沿
っ
て
状
態
を
確
認
し

ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
捕
獲
の
際
に

足
元
が
ふ
ら
つ
い
て
い
な
い
か
、
極
端
に

痩
せ
て
い
な
い
か
な
ど
、
外
見
と
挙
動
に

関
す
る
１１
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

健
康
状
態
を
確
認
し
、
問
題
が
な
け
れ

ば
電
気
や
り
、
も
し
く
は
猟
銃
で
と
ど
め

を
刺
し
、
そ
の
場
で
放
血
ま
で
行
い
ま
す
。

す
ぐ
に
処
理
施
設
ま
で
搬
送
し
、
前
処
理

と
し
て
イ
ノ
シ
シ
を
吊
る
し
、
内
臓
な
ど

10
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▼
④ 洗 浄

前処理を行ったイノシシは冷蔵庫で冷やし、しっかりと血
抜きがされた状態で皮をはぐ。その後電解水で洗浄し、別
の冷蔵庫で２日程度寝かせる

▼
⑤ 部位分け

骨を取り除き、トリミングを行い、モモ・ロースなどの各
部位に分ける。スーパーや道の駅に出荷するものはスライ
スする

▼
⑥ 真空パック

各部位ごとに真空パックし、個体管理用のラベルを貼る

▼
⑦ 金属検出機・急速冷凍

１�以下の鉛も検出できる金属探知機で、銃弾の破片など
が残っていないか確認する。問題が無ければマイナス４０度
で急速冷凍し、製品として出荷する

イノシシの受け入れから

製品になるまで

① 捕 獲

猟師から連絡を受け、のとしし団職員が捕獲現場に足を運び、
イノシシの様子を観察する。問題がなければ、電気やり、もし
くは猟銃で、内臓を傷つけないよう注意してとどめを刺す

▼
② 搬 送

車に積み込む。１００�近いイノシシを積み込むため、リフ
ト付きの車を使用する

▼
③ 前処理

処理施設に到着したら洗浄を行い、イノシシを吊るして内
臓など取り除く。品質を保つため、ここまでを１時間以内
で済ませる
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を
取
り
除
き
、
き
れ
い
に
洗
浄
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
業
を
、
仕
留
め
て
か
ら
運
び

込
む
時
間
も
含
め
て
１
時
間
以
内
で
行
う

こ
と
で
、
安
心
で
お
い
し
い
「
の
と
し
し

肉
」
と
な
る
の
で
す
。
時
間
と
の
勝
負
に

な
る
た
め
、
捕
獲
エ
リ
ア
は
羽
咋
市
と
そ

の
周
辺
地
域
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

の
と
し
し
肉
の
販
路

す
ば
や
く
丁
寧
に
処
理
さ
れ
た
の
と
し

し
肉
に
は
臭
み
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
セ
が
少
な
い
た
め
、
脂
の
甘
さ
や
肉
の

旨
味
が
存
分
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

豚
肉
に
比
べ
て
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
に

富
み
、
抗
酸
化
物
質
の
コ
エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ

１０
を
豊
富
に
含
む
な
ど
、
ヘ
ル
シ
ー
食
材

と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
の
と
し
し
肉
の
主
な
流
通
先
は
、

羽
咋
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
が
３

割
、
道
の
駅
の
販
売
と
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

使
用
が
３
割
、
地
元
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売

が
１
割
ほ
ど
。
そ
の
他
は
金
沢
や
東
京
の

飲
食
店
に
卸
し
て
い
ま
す
。
の
と
し
し
肉

の
注
目
度
は
高
く
、
道
の
駅
や
ス
ー
パ
ー

で
は
す
ぐ
に
売
り
切
れ
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
申
込
み
も
急
増
し
て
お
り
、
日
々
対
応

に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
捕
獲
し
た
猟
師
の
希
望
が
あ

れ
ば
、
解
体
し
た
肉
の
最
大
２
割
を
お
礼

と
し
て
返
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
猟
師
も
ほ
と
ん
ど

食
べ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
の

搬
送
や
解
体
を
設
備
の
整
っ
た
の
と
し
し

団
が
行
う
た
め
、「
自
分
で
さ
ば
く
よ
り

お
い
し
く
て
安
心
」
と
、
以
前
に
比
べ
食

べ
る
よ
う
に
な
っ
た
猟
師
が
増
え
て
い
ま

す
。
の
と
し
し
団
の
取
り
組
み
は
猟
師
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
安
定
し
た
事
業
継

続
に
は
、
猟
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
の

利
用
拡
大
に
向
け
て

１
頭
の
イ
ノ
シ
シ
か
ら
取
れ
る
肉
の
重

さ
は
全
体
の
４
割
程
度
で
す
。
残
り
の
６

割
を
占
め
る
骨
、
内
臓
、
皮
な
ど
は
こ
れ

ま
で
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
処
理
費
用
は
年
間

１
０
０
万
円
以
上
に
も
上
り
、
そ
の
活
用

が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
骨
は
ス
ー
プ
の
だ
し
と
し
て
利

用
す
る
試
み
が
あ
り
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
だ

し
の
ス
ー
プ
は
「
野
性
味
は
あ
る
が
、
あ

っ
さ
り
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
、
県
内

の
一
部
ラ
ー
メ
ン
店
へ
提
供
し
て
い
ま
す
。

革
製
品
づ
く
り
も
進
め
て
い
ま
す
。
豚

の
革
と
似
て
柔
ら
か
い
の
が
特
徴
で
す
が
、

野
生
動
物
で
あ
る
た
め
、
皮
に
傷
が
つ
い

て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
革
の
傷

は
本
来
製
品
づ
く
り
に
は
マ
イ
ナ
ス
に
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
を
イ
ノ
シ
シ
な
ら
で
は

の
風
合
い
だ
と
捉
え
る
人
も
多
く
、
人
気

を
博
し
て
い
ま
す
。

コインケースや名刺入れなど、数多くの革製品を制作し
ています

た
だ
し
、
骨
も
皮
も
膨
大
な
量
が
あ
り
、

全
て
が
ス
ー
プ
や
革
製
品
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
水
分
が
多
く
重

量
が
あ
る
内
臓
は
利
用
が
難
し
く
、
処
理

費
用
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
廃
棄
物
問
題
の
切
り
札
と
し
て
期

待
し
て
い
る
の
が
、
２
０
１
９
年
か
ら
稼

働
を
始
め
た
炭
化
装
置
で
す
。

炭
化
装
置
と
は
、
薪
な
ど
を
用
い
て
骨
、

皮
、
内
臓
を
加
熱
し
、
発
生
し
た
可
燃
性

ガ
ス
を
連
鎖
的
に
燃
や
す
こ
と
で
高
温
を

維
持
し
、
炭
化
を
進
め
る
装
置
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
全
体
の
約
６
割
あ
っ
た
廃
棄
物

の
量
を
、
１
割
前
後
に
抑
え
る
こ
と
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
加
熱
用
の
薪
に

は
里
山
の
間
伐
材
を
使
用
し
、
豊
か
な
森

野生鳥獣捕獲時の外見のチェック項目

チ 皮下に膿を含むできもの（膿瘍）が多
くの部位で見られるもの

リ 口腔、口唇、舌、乳房、ひづめ等に水
ぶくれ（水疱）やただれ（びらん、潰
瘍）等が多く見られるもの

ヌ 下痢を呈し尻周辺が著しく汚れている
もの

ル その他、外見上明らかな異常が見られ
るもの

厚生労働省による野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針（ガイドライン）より

イ 足取りがおぼつかないもの
ロ 神経症状を呈し、挙動に異常があるも
の

ハ 顔面その他に異常な形（奇形・腫瘤等）
を有するもの

ニ ダニ類等の外部寄生虫の寄生が著しい
もの

ホ 脱毛が著しいもの
ヘ 痩せている度合いが著しいもの
ト 大きな外傷が見られるもの
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林
作
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
生

産
し
た
炭
は
土
壌
改
良
材
や
肥
料
と
し
て

活
用
で
き
、
化
学
肥
料
を
減
ら
し
た
農
業

に
も
役
立
ち
ま
す
。

新規導入した炭化装置炭化したイノシシのろっ骨

の
と
し
し
団
の
活
動
と

生
物
文
化
多
様
性

の
と
し
し
団
の
活
動
を
生
物
文
化
多
様

性
の
観
点
で
見
る
と
、
や
っ
か
い
者
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
イ
ノ
シ
シ
と
い
う
生
物
を

加
工
・
調
理
や
手
工
芸
と
い
う
文
化
の
力

に
よ
っ
て
「
里
山
の
恵
み
」
に
変
え
る
活

動
と
い
え
ま
す
。

生
物
文
化
多
様
性
を
持
続
さ
せ
る
に
は
、

生
物
多
様
性
の
豊
か
な
里
山
・
里
海
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ら
を
消
費
す
る
都
市
が
必

要
で
す
。
の
と
し
し
団
の
活
動
は
、
生
産

地
と
し
て
の
「
里
山
」
を
、
ス
ー
パ
ー
や

道
の
駅
、
飲
食
店
な
ど
を
通
し
て
消
費
地

と
し
て
の
「
都
市
」
と
結
び
つ
け
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
生
態
系
へ
の
働
き
か

け
が
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
こ

と
で
、
人
々
が
生
物
多
様
性
を
守
る
意
欲

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
に
罪
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伝

統
や
文
化
を
守
り
な
が
ら
能
登
で
暮
ら
し

て
い
く
た
め
、
や
む
を
得
ず
捕
獲
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
人
の
都
合
で
奪
っ
た

命
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
活
用
す
る
の
と
し

し
団
の
活
動
は
、
人
と
自
然
の
共
生
だ
け

で
な
く
、
都
市
部
に
住
む
人
々
の
視
点
を

里
山
・
里
海
に
向
け
る
役
割
と
し
て
重
要

で
す
。の

と
し
し
団
の
こ
れ
か
ら

現
在
、
の
と
し
し
団
で
は
年
間
約

３
０
０
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
処
理
し
て
い
ま

す
が
、
羽
咋
市
周
辺
で
は
年
間
約

１
７
０
０
頭
が
捕
獲
さ
れ
て
お
り
、
全
体

の
２
割
弱
し
か
活
用
で
き
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

増
え
続
け
る
農
業
被
害
と
の
と
し
し
肉

の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
処
理
施
設
の

増
設
も
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
人
手
の
か

か
る
作
業
も
多
く
、
設
備
を
増
や
し
て
も

劇
的
に
処
理
能
力
が
向
上
す
る
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
食
肉
や
革

製
品
と
い
っ
た
身
近
な
も
の
を
通
し
て
都

市
部
の
人
々
の
視
点
を
里
山
に
向
け
、
問

題
意
識
を
持
っ
た
仲
間
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
。

肉
の
品
質
に
つ
い
て
は
全
国
で
も
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
２
月

１６
日
に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２２
の
獣
肉

処
理
施
設
が
参
加
し
た
「
第
３
回
日
本
猪

祭
り
」
で
は
審
査
員
か
ら
「
赤
身
も
美
味

し
い
」「
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
」
と
評
価
さ

れ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

新
鮮
な
う
ち
に
適
切
な
処
理
を
行
っ
た

の
と
し
し
肉
に
は
野
生
動
物
特
有
の
臭
み

や
ク
セ
も
な
く
、
焼
肉
や
鍋
料
理
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
活
用
で
き
ま
す
。
山

を
荒
ら
す
「
害
獣
」
と
し
て
で
は
な
く
、

山
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
「
恵
み
」
と
し
て
、

イ
ノ
シ
シ
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

の
と
し
し
肉
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
扱
っ
て
い
る
ほ
か
、
道
の
駅
「
の

と
千
里
浜
」、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
く
い
、

カ
ジ
マ
ー
ト
桜
田
店
（
金
沢
市
）
な
ど
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

（
２
０
１
９
年
３
月
現
在
）

のとしし団代表の加藤晋司さんも、
元は地域おこし協力隊員でした

お
問
い
合
わ
せ

合
同
会
社
の
と
し
し
団

電
話
／
０
７
６
７－

２
６－

２
９
４
４

Ｕ
Ｒ
Ｌ
／h

ttp
://n

o
to
s
h
is
h
i.c
o
m
/

現在、のとしし肉の約３割はふるさと納税の返礼
品として全国に発送しています
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地
域
に
お
け
る
野
生
動
物
管
理
の
必
要
性

〜
石
川
県
立
大
学
里
山
活
性
化
コ
ー
ス
の
紹
介
〜

文
・
写
真 

◎ 

石
川
県
立
大
学
生
物
資
源
環
境
学
部
教
授　

大
井　

徹

生
活
資
源
と
し
て
の

野
生
動
物
利
用
の
歴
史

日
本
に
は
、
野
生
動
物
が
約
１
１
０
種

生
息
し
て
い
ま
す
。
時
に
体
重
３
０
０
�

を
超
え
る
ヒ
グ
マ
か
ら
、
体
重
２
ｇ
程
度

の
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
ま
で
、
そ
の
大
き
さ
、

姿
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
約

４
割
は
日
本
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
日

本
固
有
の
生
き
物
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

日
本
の
自
然
の
豊
か
さ
と
独
自
性
を
示
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
う
い
っ
た
野
生
動

物
と
人
間
と
の
共
存
の
方
法
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
人
間
は
約
３
０
０

万
年
前
か
ら
１
万
年
前
ま
で
の
長
い
間
、

狩
猟
採
集
の
生
活
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

野
生
動
物
を
狩
り
、
そ
の
肉
を
食
べ
、
毛

皮
を
身
に
ま
と
っ
て
生
活
し
て
い
た
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
現
在
生
き
て
い
る
私
た

ち
の
も
の
の
考
え
方
や
行
動
パ
タ
ー
ン
に

は
、
野
生
動
物
を
効
率
的
に
狩
っ
て
利
用

す
る
た
め
、
こ
の
狩
猟
採
集
の
時
代
に
身

に
付
け
た
も
の
が
多
く
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
大
昔
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
ず
と
も
、

野
生
動
物
は
国
に
よ
っ
て
は
現
在
も
重
要

な
生
活
資
源
で
す
。
数
年
前
に
調
査
で
訪

ね
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
道
端
で
は
、
山
で
捕

っ
て
き
た
野
生
の
シ
カ
の
肉
が
売
ら
れ
て

い
ま
し
た
し
、
子
ど
も
た
ち
は
ゴ
ム
パ
チ

ン
コ
で
小
鳥
や
リ
ス
を
捕
っ
て
は
家
庭
の

食
卓
の
一
品
に
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
は

日
本
に
お
い
て
も
ジ
ビ
エ
と
し
て
レ
ス
ト

ラ
ン
や
温
泉
宿
で
提
供
さ
れ
た
り
、
医
薬

品
の
原
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。

現
代
社
会
に
お
け
る

野
生
動
物
の
恩
恵
と
軋
轢

私
た
ち
は
、
野
生
動
物
か
ら
こ
う
し
た

直
接
的
な
恩
恵
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、

間
接
的
に
も
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
生

態
系
の
一
部
と
し
て
の
働
き
で
す
。
栄
養

塩
の
循
環
や
土
壌
形
成
と
い
っ
た
私
た
ち

の
生
活
の
基
盤
と
な
る
環
境
を
野
生
動
物

は
作
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
間

接
的
な
恩
恵
は
目
に
見
え
な
い
の
で
た
い

へ
ん
分
か
り
に
く
い
の
で
す
が
、
こ
れ
を

無
視
し
て
は
、
私
た
ち
や
私
た
ち
の
子
孫

は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
様
々
な
恩
恵
を
考
え
る
と
、

野
生
動
物
は
保
護
す
べ
き
対
象
で
は
あ
り

ま
す
が
、
人
間
の
生
活
へ
の
脅
威
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
、
野
生
動
物
に
よ

る
人
身
被
害
、
農
林
業
被
害
、
生
活
環
境

へ
の
被
害
な
ど
が
深
刻
化
し
て
い
る
の
で

す
。
農
業
被
害
額
は
全
国
で
約
１
７
０
億

円
に
上
り
ま
す
。
石
川
県
で
は
、
イ
ノ
シ

シ
被
害
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
増
加
に
よ
る
被
害
の
発
生
も

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や

イ
ノ
シ
シ
が
市
街
地
に
出
没
す
る
こ
と
が

あ
り
、
人
身
被
害
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
野
生
動
物
の
保
護
と
被
害
防
止

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
た
め
、
科
学
的
、

計
画
的
な
管
理
が
必
要
な
状
況
で
す
。

石
川
県
立
大
学

里
山
活
性
化
コ
ー
ス
新
設

石
川
県
立
大
学
で
は
、
２
０
１
９
年
度

に
「
里
山
活
性
化
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
、

地
域
の
野
生
動
物
管
理
の
実
践
的
な
知
識

と
技
能
を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

野
生
動
物
管
理
学
、
野
生
動
物
管
理
学
実
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習
な
ど
が
受
講
で
き
る

新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
始
し
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
教
育
、

研
究
を
通
じ
て
地
域
に

根
ざ
し
た
野
生
動
物
管

理
を
提
案
し
、
そ
れ
を

野
生
動
物
管
理
の
モ
デ

ル
と
し
て
全
国
に
向
け

て
情
報
発
信
を
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

石
川
県
に
は
、
先
人

た
ち
に
利
用
さ
れ
、
そ

の
生
活
と
文
化
を
育
ん

で
き
た
、
美
し
く
豊
か

な
自
然
景
観
、

里
山
、
里
海
が

あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
自
然
と

人
の
な
り
わ
い

の
調
和
の
中
で
、

固
有
の
生
物
多

様
性
が
育
ま
れ

て
き
た
場
所
で

も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在

は
、
過
疎
化
、

高
齢
化
な
ど
の

影
響
で
、
多
く

の
地
域
は
う
ち
捨
て
ら
れ
、
地
域
の
生
物

多
様
性
、
防
災
に
も
影
響
が
生
じ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
野
生
動
物
に
よ
る
被
害
の

問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。「
里
山
活
性
化

コ
ー
ス
」
で
は
、
里
山
、
里
地
、
里
海
の

地
域
資
源
を
、
新
し
い
考
え
方
と
技
術
で

保
全
す
る
と
と
も
に
、
持
続
的
に
利
活
用

し
、
安
全
、
安
心
で
、
活
力
に
満
ち
た
地

域
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養

成
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
石
川
県
立
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http
://w

w
w
.ishikaw

a-pu.ac.jp/juken/

）

石川県で見られる野生動物たち

市街地周辺の竹林に出現したツキノワグマ。分布を拡大
し、人里、市街地周辺にも生息するようになった

生息数を増やしつつあるニホンジカ。全国的に見ると農
林業被害が最も深刻。高密度になると、木の皮をかじり、
下草も食べ尽くすので、森林を衰退させてしまう

大雪の中も生き延びるイノシシ。多雪の石川県だが、河
川沿い、山の南斜面、人気の無い低山帯などで越冬して
いる

カキの木に群がるニホンザル（前橋亮太氏撮影）。知能
が高く、３次元で移動できる運動能力をもっているので、
被害対策は工夫が必要

イノシシの防除柵を設置する学生たち（北村俊平氏撮影）。電気
柵の設置、環境整備、追い払い、捕獲など様々な対策がある
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縄
文
時
代
に
お
け
る
人
と
自
然
の
共
生

〜
能
登・真
脇
遺
跡
の
食
糧
事
情
か
ら
〜文

・
写
真 

◎ 

能
登
町
真
脇
遺
跡
縄
文
館
館
長　

高
田　

秀
樹

真
脇
遺
跡
の
位
置
と
環
境

真
脇
遺
跡
は
縄
文
時
代
前
期
初
頭
か
ら

晩
期
終
末
（
約
７
０
０
０
〜
２
４
０
０
年

前
）
ま
で
縄
文
人
が
生
活
を
続
け
た
集
落

遺
跡
で
す
。
能
登
町
字
真
脇
に
位
置
し
、

能
登
半
島
の
富
山
湾
に
面
し
た
東
側
の
海

岸
近
く
に
あ
り
ま
す
。
東
・
西
・
北
の
三

方
を
標
高
約
１
０
０
ｍ
の
丘
陵
に
囲
ま
れ

た
小
さ
な
入
り
江
の
奥
で
、
南
側
へ
緩
や

か
に
傾
斜
し
、
周
り
を
囲
む
丘
陵
か
ら
は

小
さ
な
川
が
流
れ
込
む
標
高
４
〜
１２
ｍ
の

沖
積
低
地
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
真
脇
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
動

物
の
骨
や
木
材
な
ど
か
ら
、
真
脇
縄
文
人

が
ど
の
よ
う
な
食
料
事
情
で
あ
っ
た
の
か

を
推
察
し
ま
す
。

真
脇
遺
跡
の
食
料
事
情

一
般
的
な
縄
文
時
代
の
集
落
は
、
そ
の

周
辺
で
狩
猟
・
採
集
・
漁
労
活
動
に
よ
っ

て
食
料
を
手
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
周
辺

で
生
存
に
必
要
な
資
源
が
不
足
し
て
く
る

と
、
集
落
を
よ
そ
の
地
に
移
し
ま
す
。

遺
跡
か
ら
出
土
す
る
動
物
の
骨
や
木
材
、

種
子
、
さ
ら
に
土
器
に
付
着
し
て
い
る
オ

コ
ゲ
な
ど
か
ら
当
時
の
人
々
が
何
を
食
べ

て
い
た
の
か
を
推
察
で
き
ま
す
。
特
徴
的

な
の
は
前
期
末
か
ら
中
期
初
頭
（
約

５
５
０
０
年
前
）
の
地
層
か
ら
大
量
の
イ

ル
カ
骨
が
出
土
す
る
こ
と
で
す
。
出
土
状

況
か
ら
当
時
の
縄
文
人
が
イ
ル
カ
漁
を
行

い
、
集
落
の
す
ぐ
目
の
前
の
海
辺
で
解
体

し
食
料
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。イ

ル
カ
の
種
類
は
カ
マ
イ
ル
カ
と
マ
イ

ル
カ
の
小
型
イ
ル
カ
が
全
体
の
８
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
当
時
使
わ
れ
て
い
た
道
具

で
ど
の
よ
う
に
イ
ル
カ
漁
を
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
は
江
戸
時
代

の
絵
図
「
能
登
国
採
魚
図
絵
」
や
大
正
時

代
ご
ろ
の
写
真
に
あ
り
ま
す
。
イ
ル
カ
の

群
れ
が
沖
合
い
に
回
遊
し
て
く
る
と
多
数

の
舟
で
入
り
江
の
奥
に
追
い
込
み
な
が
ら
、

網
で
囲
い
、
最
後
は
抱
き
か
か
え
て
浜
に

あ
げ
て
い
ま
す
。

写真１ 真脇の入り江で行われて
いた、明治大正時代ごろ
のイルカ漁の様子

イ
ル
カ
漁
に
専
用
の
道
具
は
無
く
、
日

常
的
に
使
っ
て
い
る
丸
木
舟
や
網
を
使
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
解
体
に
使

わ
れ
た
石
器
類
や
土
器
が
骨
に
混
じ
っ
て

大
量
に
出
土
し
、
解
体
の
際
に
付
い
た
傷

が
残
っ
た
イ
ル
カ
骨
も
あ
り
ま
す
。
カ
マ

イ
ル
カ
は
成
体
に
な
る
と
体
重
が
約

１
０
０
㎏
に
な
り
、
群
れ
に
な
っ
て
回
遊

し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
一
度
の
漁
で
数
頭

を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
安
定
し
た

食
料
源
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

表
１
は
真
脇
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
動
物

遺
存
体
種
名
表
で
、
い
わ
ゆ
る
動
物
の
骨

で
す
。
表
２
は
出
土
し
た
植
物
遺
存
体
種

名
表
で
、
い
わ
ゆ
る
木
材
や
種
子
、
花
粉

で
す
。
表
１
に
よ
る
と
陸
獣
動
物
の
骨
の

種
類
が
少
な
く
海
産
の
魚
骨
や
哺
乳
類
の

骨
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
か
ら
、
海
に
大

き
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

表
２
の
中
に
は
他
の
地
域
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ほ
と
ん
ど
が
周
辺
に
生
え
て
い
た
樹
木
や
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草
な
ど
で
す
。
こ
の
中
で
ク
リ
、
ク
ル
ミ
、

ト
チ
や
ド
ン
グ
リ
の
仲
間
は
重
要
な
食
料

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
森
で
は
食
料
と
な

る
ワ
ラ
ビ
、
木
の
芽
、
ヤ
マ
イ
モ
な
ど
が

た
く
さ
ん
収
穫
で
き
ま
す
。
ま
た
、
飲
み

水
や
各
種
の
作
業
に
は
水
が
必
要
で
す
が
、

小
さ
な
川
が
集
落
の
す
ぐ
横
に
流
れ
て
い

ま
す
。
縄
文
時
代
の
集
落
を
維
持
す
る
た

め
の
要
件
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、

そ
れ
を
満
た
し
て
い
た
た
め
、真
脇
が

４
０
０
０
年
以
上
の
長
期
間
に
わ
た
り
集

落
を
存
続
で
き
た
と
推
定
で
き
ま
す
。

最
後
に

縄
文
人
は
意
識
的
に
自
然
と
共
生
し
て

い
た
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
自
然
と
向
き
合
い

身
近
な
資
源
を
有
効
に

活
用
し
て
い
ま
し
た
。

集
落
を
構
え
た
土
地
に

は
、
そ
の
土
地
特
有
の

産
物
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
上
手
く
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、

日
本
列
島
の
各
地
に
縄

文
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

今
の
私
た
ち
は
縄
文

人
に
比
べ
る
と
自
然
の

中
で
生
き
て
い
く
知
恵

の
多
く
を
忘
れ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。
縄
文
が

残
し
た
遺
跡
や
遺
物
か

ら
学
ぶ
べ
き
も
の
が
多

く
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

表２ 真脇遺跡出土の植物遺存体種名表

主要花粉植生

タブ・ヤナギ・マツ・ハンノキ・コナラ・カシ
ブナ・スギ・トチノキ・イネ科・シイ

マツ・コナラ・ハンノキ・イネ科・カシ
ヤナギ・タブ

マツ・コナラ・ブナ・ヤナギ・ハンノキ

タブ・マツ・コナラ・ハンノキ・ヤナギ・タブ
クルミ・スギ・キク科

マツ・コナラ・ハンノキ・カシ・ヤナギ・タ
ブ

マツ・タブ・カシ・ヤナギ・ハンノキ・コナ
ラ・シイ

マツ・ブナ・ケヤキ・カシ・タブ・コナラ
シイ・ヤナギ

カシ・シイ・マツ・ハンノキ・ヤナギ・タブ

葉片・種子・球果類

コナラ・スギ・ハンノキ
クロマツ・トチノキ

トチノキ・ナラ・クルミ

アカマツ・トチノキ
ナラ・ヤナギ・タブ

クルミ・アカマツ・トチ

ナラ・イヌガヤ・タブ
アカマツ

樹幹

木製品

クリ・ヒノキ

Ⅳ層 マツ・モミ

スギ

ヒノキ・カヤ・クリ・コナラ
トネリコ・カエデ・スギ
マツ・ヤチダモ・ツバキ
カシ・クルミ・シデ・ケヤキ
ヤブツバキ・トチノキ

トネリコ・トチノキ・クリ
カシ

自然材（流木等）

シイ・スギ・アカマツ

アカマツ

アカマツ・カエデ・カヤ
イヌガヤ・トネリコ・ヤマグワ

アカマツ・イヌガヤ・クリ
カヤ・サカキ・ケヤキ・ナラ
シデ・ヒノキ・ブナ・トネリコ
カツラ・ツバキ・オニグルミ
シイ（類）・カシ・カエデ
トチノキ・ヤマグワ
ヒノキアスナロ

カツラ・アカマツ・イヌガヤ
ヤマグワ・スギ・クリ・ツバキ

後
葉

中
葉

前
葉

後
葉

中
葉

前
葉

層
序
大
区
分

Ⅱ
層

Ⅲ
層

Ⅴ
層

Ⅷ
層

Ⅹ
層

Ⅹ
Ⅰ
層

Ⅹ
Ⅱ
層

Ⅹ
Ⅲ
層

縄
文
時
代
区
分

晩
期

後
期

中
期

前
期

表１ 真脇遺跡出土の動物遺存体種名表

●海綿動物門

・石灰海綿網

アフロカリステス属

●軟体動物門

・腹足網の一種

●節足動物門

・甲殻網

カニ類の一種

●脊椎動物門

・軟骨魚網

アオザメ、ホオジロザメなど、

７種

・硬骨魚網

ニシン亜目、カサゴ科の一種な

ど、２９種

・両生網

カエル目の一種

・鳥網

カイツブリ科、ウ科の一種など、

７種

・哺乳網

ヒト

ノウサギなど、１９種

写真２ 真脇遺跡出土のイルカの骨

写真３ 真脇遺跡出土の哺乳類の骨写真４ 真脇遺跡出土の魚類・両生類・鳥網・哺
乳網の骨
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「
い
し
か
わ
ジ
ビ
エ
」利
用
促
進
の
取
り
組
み

文
・
写
真 

◎ 

石
川
県
農
林
水
産
部
里
山
振
興
室

い
し
か
わ
ジ
ビ
エ
を

お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に

ジ
ビ
エ
と
は
野
生
鳥
獣
の
食
肉
を
意
味

す
る
フ
ラ
ン
ス
語
で
す
。
石
川
県
で
は
県

内
で
と
れ
る
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
、
野

生
動
物
の
食
肉
を
「
い
し
か
わ
ジ
ビ
エ
」

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
利
用
の
拡
大
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

県
内
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被

害
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め

の
捕
獲
頭
数
も
年
々
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
を

駆
除
す
る
だ
け
で
な
く
、
魅

力
あ
る
食
材
と
し
て
生
か
す

た
め
、
七
尾
市
・
羽
咋
市
・

金
沢
市
・
白
山
市
に
合
計
５

カ
所
あ
る
獣
肉
処
理
施
設
に

よ
り
、
衛
生
的
な
処
理
・
加

工
を
行
っ
た
イ
ノ
シ
シ
肉
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
（
２
０

１
９
年
１
月
現
在
）。

流
通
す
る
県
産
イ
ノ
シ
シ

肉
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

以
前
は
一
部
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
し
か
味
わ
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
で
は
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
道
の
駅
な
ど
で
も

ス
ラ
イ
ス
や
真
空
パ
ッ
ク
な
ど
で

販
売
さ
れ
、
一
般
の
方
に
も
手
に

入
り
や
す
い
食
材
と
な
っ
て
い
ま

す
。野

山
を
駆
け
回
っ
た
イ
ノ
シ
シ

は
、
か
む
ほ
ど
に
う
ま
味
が
に
じ

み
出
る
赤
身
と
甘
み
を
感
じ
ら
れ

る
脂
身
が
特
色
で
、
県
で
は
そ
の

お
い
し
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
３
年
前
か
ら
毎
年

開
催
し
て
い
る
「
い
し
か
わ
ジ
ビ

エ
料
理
フ
ェ
ア
」で
す
。２
０
１
９

年
は
１
月
２８
日
〜
２
月
２８
日
の
期

間
中
、
県
内
の
飲
食
店
や
道
の
駅
な
ど
９１

店
舗
が
参
加
し
、
和
洋
中
の
多
彩
な
料
理

を
提
供
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
一
般
家
庭

で
も
簡
単
に
調
理
で
き
る
レ
シ
ピ
を
紹
介

す
る
料
理
教
室
や
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
の
試
食
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
金
沢
市
で
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

か
ら
処
理
、
加
工
に
取
り
組
む
「
ジ
ビ
エ

工
房
三
谷
」
と
、
ジ
ビ
エ
料
理
を
提
供
す

る
「
株
式
会
社
ぶ
ど
う
の
木
」
の
２
つ
の

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

ジビエ料理教室

いしかわジビエ料理フェア オープニングイベント
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近
ご
ろ
、
県
内
の
イ
ノ
シ
シ

は
増
え
続
け
て
お
り
、
畑
が
荒

ら
さ
れ
た
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス

を
耳
に
す
る
機
会
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
農
作
物
を
守
る
た
め

の
捕
獲
は
必
要
で
す
が
、
せ
っ

か
く
捕
ま
え
た
命
で
す
の
で
、

無
駄
に
せ
ず
可
能
な
限
り
有
効

利
用
し
よ
う
と
、
２
０
１
６
年

に
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
か
ら
加

工
、
販
売
ま
で
を
一
手
に
担
う

当
施
設
を
開
設
し
ま
し
た
。

当
施
設
で
は
、
地
域
で
獲
れ

た
イ
ノ
シ
シ
を
少
し
で
も
地
域

に
お
返
し
す
る
た
め
、
地
元
の

ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加

し
、
イ
ノ
シ
シ
肉
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
を
対
象

と
し
た
、
解
体
か
ら
調
理
試
食

ま
で
を
行
う
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
試

食
会
も
開
催
し
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
に
イ

ノ
シ
シ
肉
の
良
さ
を
知
っ
て
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。
機
会

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
ン
ス
料
理
で
は
、
ジ
ビ
エ
は
昔
か

ら
冬
の
味
覚
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て
い
る

食
材
で
す
。
当
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
地
産

地
消
の
視
点
か
ら
も
金
沢
産
の
イ
ノ
シ
シ

肉
を
パ
ス
タ
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
リ
エ
ッ
ト

な
ど
様
々
な
形
で
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

も
し
か
し
た
ら
、
イ
ノ
シ
シ
肉
と
言
う

と
、「
臭
い
、
硬
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

は
一
昔
前
ま
で
の
お
話
、
決
し
て
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
石
川

県
内
の
処
理
施
設
で
扱
う
イ
ノ
シ
シ
肉
は

衛
生
管
理
を
徹
底
し
、
品
質
も
非
常
に
高

い
で
す
。
食
べ
て
み
る
と
、
滋
味
深
い
味

わ
い
の
中
に
野
生
の
獣
肉
な
ら
で
は
の
透

明
感
が
あ
り
、
と
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。

昨
年
の
「
い
し
か
わ
の
里
山
里
海
展
」
で

は
、
ジ
ビ
エ
カ
レ
ー
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
販

売
し
、
好
評
で
完
売
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
美
味
し
い
ジ
ビ
エ
を
皆
様
に
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

い
し
か
わ
ジ
ビ
エ
の
魅
力

株
式
会
社
ぶ
ど
う
の
木

総
料
理
長

米
田

岳
人

お
問
い
合
わ
せ

株
式
会
社
ぶ
ど
う
の
木

住
所
／
石
川
県
金
沢
市
岩
出
町
ハ
５０－

１

電
話
／
０
７
６－

２
５
８－

７
８
７
８

い
た
だ
き
ま
す

里
山
の
恵
み

ジ
ビ
エ
工
房
三
谷

施
設
長

杉
本

秀
夫

お
問
い
合
わ
せ

ジ
ビ
エ
工
房
三
谷

住
所
／
石
川
県
金
沢
市
高
坂
甲
１５－

１

電
話
／
０
９
０－

１
６
３
７－

３
５
５
６
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カ
メ
ラ
と
私
と
変
わ
り
者

か
が
里
山
里
海
し
ぜ
ん
楽
校

増
田

芳
恵

き
っ
か
け
は

高
倍
率
ズ
ー
ム
カ
メ
ラ

ズ
ー
ム
倍
率
の
高
い
カ
メ
ラ
を
買
っ
て

か
ら
、
身
近
な
生
き
物
を
撮
影
す
る
よ
う

に
な
り
、
私
の
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
渡
り
鳥
が
や
っ
て
く
る
近
く

の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
ま
ず
一
番
大
き
く
て

狙
い
や
す
い
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
か
ら
始
め
ま

し
た
。
毎
日
か
か
さ
ず
持
ち
歩
き
、
小
さ

な
鳥
の
声
に
も
耳
を
傾
け
、
見
か
け
た
蝶

や
蜂
な
ど
を
追
い
か
け
、
撮
っ
た
写
真
と

図
鑑
を
に
ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
種
類
を
確

認
し
、
分
か
ら
な
い
と
き
は
ブ
ロ
グ
の
仲

間
に
教
え
て
も
ら
い
、
ど
ん
ど
ん
生
き
物

た
ち
の
名
前
を
覚
え
て
、
写
真
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
増
え
て
い
く
楽
し
さ
。

そ
ん
な
鳥
や
虫
な
ど
の
話
を
し
て
も
興

味
を
示
す
人
は
周
り
に
は
ほ
と
ん
ど
い
な

か
っ
た
中
、
ト
ン
ボ
の
話
か
ら
盛
り
上
が

っ
て
知
り
合
っ
た
人
に
「
加
賀
市
昆
虫
調

査
会
」
に
入
ら
な
い
か
と
誘
わ
れ
、
早
速

入
会
。
何
を
す
る
の
か
と
い
う
と
市
内
で

見
つ
け
た
蝶
と
ト
ン
ボ
の
種
類
と
数
、
場

所
と
日
付
を

調
査
し
報
告

す
る
こ
と
。

そ
し
て
ホ
タ

ル
ガ
イ
ド
も

あ
っ
た
の
で
、

ホ
タ
ル
に
つ

い
て
勉
強
し

た
り
、
子
ど

も
た
ち
に
も

わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
と

紙
芝
居
を
作

っ
た
り
も
し

ま
し
た
。

目
的
を
持

っ
て
学
び
行
動
す
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味

や
り
が
い
が
あ
っ
て
、
よ
り
一
層
日
々
が

楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
は
た

か
ら
見
る
と
大
の
お
と
な
が
虫
取
り
網
を

持
っ
て
歩
い
て
い
る
姿
や
、
夜
に
ウ
ロ
ウ

ロ
し
て
い
る
姿
は
少
し
怪
し
く
て
お
か
し

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で

思
い
切
り
遊
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

自
然
の
中
で
の
楽
し
み
方
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
も
の
で
す
。

い
し
か
わ
自
然
学
校
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
な
り
、
地
元
加
賀
市
の
有
志
で
団

体
を
作
り
「
わ
ん
ぱ
く
遊
び
塾
」
を
始
め

ま
し
た
。「
秘
密
基
地
づ
く
り
」「
ど
ろ
ん

こ
運
動
会
」「
い
か
だ
を
作
っ
て
川
遊
び
」

「
洞
穴
探
検
」「
山
城
探
検
」
な
ど
思
い
っ

き
り
自
然
の
中
で
遊
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

最
初
の
３
年
ぐ
ら
い
は
人
も
集
ま
ら
ず
苦

労
し
ま
し
た
が
、
徐
々
に
増
え
て
い
き
、

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
い
し
か
わ
自
然
学
校

い
し
か
わ
自
然
学
校
は
、
行
政
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
事
業
者
、
指
導
者
養
成
講
座
の
修
了
生
の
有
志
か
ら
な
る
団
体
な
ど
、
多
く

の
、
そ
し
て
多
彩
な
主
体
に
よ
っ
て
、
年
間
４
０
０
を
超
え
る
数
の
自
然
体
験
・
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
平
成

１５
年
（
２
０
０
３
）
に
開
講
し
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
今
期
末
ま
で
に
２
１
４
名
が
修
了
し
て
い
ま
す
。
修
了
生
に
は

実
施
団
体
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
方
や
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
同
志
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
活
動
を
継
続
し
て
い
る
方
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

今
回
は
、
加
賀
市
と
そ
の
周
辺
地
域
の
自
然
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
体
験
・
環
境
維
持
活
動
を
行
う
「
か
が
里
山
里

海
し
ぜ
ん
楽
校
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

ウチワヤンマ

コハクチョウ

ミドリシジミ
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今
で
は
申
し
込
み
開
始
と
と
も
に
い
っ
ぱ

い
に
な
る
ほ
ど
に
な
り
、
う
れ
し
い
悲
鳴

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
２
０
１
７
年
、
か
ね
て
よ
り
や

っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
生
き
物
か
ら
環
境

を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

り
を
す
る
た
め
に
「
か

が
里
山
里
海
し
ぜ
ん
楽

校
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
生
き
物
を
通
じ
て

環
境
の
こ
と
や
自
然
と

の
つ
な
が
り
、
命
の
大

切
さ
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
考
え
て
も
ら

う
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
思
索
し
て
い
ま

す
。
大
人
も
童
心
に
返
り
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
楽
し
み
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う

な
体
験
を
共
有
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

春
先
に
行
っ
た
「
生
き
物
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
」
で
は
用
水
路
に
あ
ら
か
じ
め
仕
掛
け

て
お
い
た
カ
メ
の
罠
に
、
大
量
の
ミ
シ
シ

ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
が
入
り
、
巨
大
雷
魚

も
１
匹
入
り
込
ん
で
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。
雷
魚
は
前
日
に
何
者
か
に
カ
ゴ
か

ら
出
さ
れ
て
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
当
日

は
骨
し
か
見
せ
ら
れ
ず
残
念
で
し
た
が
。

胴
長
を
は
い
て
一
人
で
こ
ん
な
こ
と
を

す
る
変
わ
り
者（
？
）は
こ
の
あ
た
り
で
は

他
に
い
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
実
際
に
こ

の
話
を
す
る
と
「
へ
ー
」
と
驚
か
れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
み
ん
な
で
や
っ
た
ら
き
っ
と
楽

し
い
と
思
い
、
や
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

実
施
後
、
参
加
者
の
一
人
の
お
父
さ
ん

が
「
み
ん
な
で
や
る
か
ら
面
白
い
ん
だ
と

思
い
ま
す
」
と
い
う
感
想
を
述
べ
た
時
、

み
ん
な
「
う
ん
う
ん
」
と
う
な
ず
い
て
い

る
の
を
見
て
、「
だ
よ
ね
ー
」
と
同
じ
思

い
で
い
る
人
た
ち
が
多
い
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。

「
変
わ
り
者
」
に
な
っ
て

自
然
を
楽
し
ん
で
み
る

今
で
こ
そ
野
良
犬
な
ど
は
あ
ま
り
見
か

け
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
以
前
は
捨
て
猫
、

捨
て
犬
が
結
構
い
て
、
保
健
所
に
連
れ
て

い
か
れ
処
分
さ
れ
る
の
が
か
わ
い
そ
う
で
、

見
つ
け
た
子
た
ち
を
保
護
し
、
里
親
探
し

を
し
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
問
題
に
な

っ
て
い
る
外
来
種
に
つ
い
て
も
生
き
物
を

飼
う
こ
と
の
責
任
（
寿
命
や
性
格
、
性
質

な
ど
を
知
っ
て
お
く
こ
と
）
の
重
要
性
を

知
っ
て
も
ら
い
、
今
増
え
て
し
ま
っ
て
い

る
外
来
種
を
今
後
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
の
一
つ
に

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
結
論
を

出
す
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
。
そ
う
い
う

こ
と
に
関
し
て
き
ち
ん
と
考
え
て
も
ら
え

た
ら
、
と
い
う
思
い
で
す
。

だ
か
ら
、
み
な
さ
ん
も
ち
ょ
っ
と
だ
け

「
変
わ
り
者
」
に
な
っ
て
一
緒
に
身
近
な

自
然
と
向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

も
し
か
し
た
ら
新
し
い
何
か
が
見
え
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

か
が
里
山
里
海
し
ぜ
ん
楽
校

電
話
／
０
９
０－

４
６
８
５－

７
６
８
３

メ
ー
ル
／ka

g
a
s
s
s
g
@
g
m
a
il.c
o
m

鹿島の森

かにっこ

どろんこ運動会

外来種として問題となっているミシシッピアカミミガメ

川で生き物探し
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平
成
７
年
に
ス
タ
ー
ト

石
川
県
の
海
岸
線
は
総
延
長
で
５
８
３

キ
ロ
あ
り
ま
す
。
人
口
で
割
る
と
一
人
あ

た
り
５０
セ
ン
チ
ほ
ど
で
す
。
こ
の
地
に
暮

ら
す
人
々
は
古
来
、
海
と
密
接
に
つ
な
が

り
、
そ
の
豊
富
な
海
の
恵
み
は
今
も
観
光

名
物
の
一
つ
で
す
。
加
賀
、
能
登
の
海
岸

線
に
は
、
至
る
所
に
風
光
明
媚
な
景
色
が

広
が
り
、
そ
れ
は
石
川
県
民
に
と
っ
て
、

ふ
る
さ
と
を
象
徴
す
る
大
切
な
心
象
風
景

で
も
あ
り
ま
す
。

「
ク
リ
ー
ン
・
ビ
ー
チ
い
し
か
わ
」
は
、

こ
の
石
川
の
美
し
い
渚
、
海
辺
の
景
観
を

守
り
、
次
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
同
年
に
開
局
５
周
年
を
迎
え
た

エ
フ
エ
ム
石
川
が
主
体
と
な
っ
て
提
唱
し
、

石
川
県
を
は
じ
め
、
海
に
面
し
た
自
治
体

８
市
１７
町
（
当
時
）
の
賛
同
を
得
て
、
同

年
１
月
１７
日
に
実
行
委
員
会
が
発
足
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
に
は
全
４１
市
町
村

（
当
時
・
現
在
は
全
１９
市
町
）
が
参
加
す

る
県
下
挙
げ
て
の
運
動
に
発
展
。
以
来
、

県
内
各
地
で
毎
年
約
１０
万
人
の
県
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
清
掃
活
動
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
す
。

活
動
の
メ
イ
ン
は
文
字
通
り
海
岸
清
掃

で
す
が
、
海
に
つ
な
が
る
河
川
や
湖
沼
な

ど
も
活
動
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
毎
年
５

月
の
最
終
日
曜
日
を
「
県
内
統
一
デ
ー
」

に
設
定
し
、
加
賀
・
能
登
各
地
の
海
岸
な

ど
で
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。
特
に
金
沢

市
の
健
民
海
浜
公
園
な
ど
で
実
施
す
る
金

沢
会
場
で
は
例
年
、
県
内
の
企
業
、
団
体

か
ら
老
若
男
女
数
千
人
が
参
加
し
、
１
時

間
の
活
動
で
約
１５
ト
ン
の
ご
み
を
回
収
し

て
い
ま
す
。

豊
か
な
海
へ
森
づ
く
り

美
し
い
海
岸
は
、
た
だ
清
掃
し
て
外
見

を
美
し
く
す
る
だ
け
で
は
末
永
く
維
持
で

き
ま
せ
ん
。
海
辺
に
ご
み
は
な
く
と
も
、

海
水
が
濁
っ
た
り
汚
れ
て
い
た
り
、
魚
が

住
め
な
い
環
境
と
な
っ
た
ら
興
ざ
め
で
す
。

そ
の
意
味
で
、
河
川
の
美
化
と
と
も
に
、

そ
の
源
と
な
る
陸
の
森
林
環
境
が
大
切
と

な
り
ま
す
。「
い
し
か
わ
漁
民
の
森
づ
く

ク
リ
ー
ン
・
ビ
ー
チ
い
し
か
わ

古
里
の
美
し
い
渚
を
守
り
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ

ク
リ
ー
ン
・
ビ
ー
チ
い
し
か
わ
実
行
委
員
会

会
長

平
田

信
也

５月最終日曜日の県内統一デーには毎年各地で大勢の人が参加します
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り
」
事
業
は
、
植
林
や
育
林
活
動
を
通
し

て
、
魚
介
類
が
生
息
し
や
す
い
環
境
を
整

え
、「
身
も
心
も
」豊
か
な
海
を
守
り
続
け

る
た
め
、
平
成
１５
年
（
２
０
０
３
）
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
毎
年
の
活
動
日
に
は

地
元
住
民
や
学
生
ら
が
参
加
し
、
松
や
落

葉
樹
の
植
林
の
ほ
か
、
枝
打
ち
な
ど
の
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
平
成
１３
年
（
２
０
０
１
）
に
は
、

若
い
世
代
に
対
す
る
運
動
の
普
及
・
拡
大

を
目
指
し
て
、「
学
生
ク
リ
ー
ン
・
ビ
ー

チ
い
し
か
わ
実
行
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
秋
に
「
学
生
ク
リ
ー
ン
・

ビ
ー
チ
い
し
か
わ
大
作
戦
」
と
銘
打
ち
、

県
内
の
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
の
学
生

が
海
岸
な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
専
門
家
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通

し
て
、
環
境
保
護
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

歴
史
文
化
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
ま
す
。

無
理
せ
ず
地
道
に
継
続

運
動
を
ス
タ
ー
ト
し
て
２４
年
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が

一
心
に
ご
み
を
拾
う
姿
、
親
子
で
楽
し
そ

う
に
ご
み
を
集
め
る
光
景
に
触
れ
る
た
び

に
、「
ク
リ
ー
ン
・
ビ
ー
チ
い
し
か
わ
」の

活
動
が
県
民
に
着
実
に
定
着
し
て
き
た
と

実
感
し
ま
す
。
石
川
の
美
し
い
海
を
守
る

に
は
、
末
永
い
地
道
な
活
動
、
努
力
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。「
継
続
は
力
な
り
」
と
言

い
ま
す
が
、
県
民
皆
が
無
理
せ
ず
、
で
き

る
範
囲
で
続
け
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
・
ビ
ー
チ
い
し
か
わ
実
行
委
員
会

電
話
／
０
７
６－

２
６
２－

８
０
５
０ 他にも稚魚の放流（左）や漂流物展（中）、ビーサン飛ばし世界選手権 in 金沢（右）など、

さまざまな活動やイベントを行っています

いしかわ漁民の森づくり

学生クリーン・ビーチいしかわ大作戦
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川
北
町
は
、
昭
和
５５
年
（
１
９
８
０
）

よ
り
町
制
を
施
行
し
、
２
０
２
０
年
に
、

４０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
加
賀
平
野
の
中
央

に
位
置
し
、
平
坦
で
豊
か
な
田
園
地
帯
が

広
が
る
町
で
す
。

手
取
川
に
沿
っ
て
東
西
に
細
長
い
町
域

を
し
て
お
り
、
小
学
校
区
の
ま
と
ま
り
を

中
心
に
、
東
部
・
中
部
・
西
部
ご
と
に
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
住
宅
地
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
度
重
な
る
手
取
川

の
氾
濫
と
戦
い
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
び
に
、
強
固
で
懸
命
な
精
神
に
よ
り

復
興
を
遂
げ
、
手
取
川
の
伏
流
水
や
大
地

の
恵
み
を
享
受
し
、
豊
か
な
地
域
社
会
を

築
い
て
き
ま
し
た
。

町
の
取
り
組
み

●
清
掃
活
動

国
土
交
通
省
で
は
毎
年
８
月
を
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
合
わ
せ
、
川
北
町
で
は
毎
年
７
月
下

旬
を
中
心
に
町
内
各
地
区
で
清
掃
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
早
朝
よ
り
多
く
の
町
民

が
参
加
し
、
町
内
道
路
約
３６
�
を
地
区
ご

と
に
分
け
、
草
刈
り
や
ご
み
拾
い
に
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

毎
年
８
月
に
行
わ
れ
る
町
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
「
川
北
ま
つ
り
」
に
は
町
外
か
ら
も

多
く
の
方
が
訪
れ
、
た
く
さ
ん
の
花
火
が

参
加
者
を
魅
了
し
ま
す
。
そ
の
翌
日
に
は

朝
早
く
か
ら
多
く
の
町
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
集
ま
り
、
ご
み
拾
い
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
夏
の
暑
い
中
で
も

清
掃
活
動
に
ご
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
々

の
お
か
げ
で
、
毎
年
祭
り
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

●
ご
み
の
分
別

川
北
町
と
白
山
市
、
野
々
市
市
で
構
成

さ
れ
る
白
山
野
々
市
広
域
事
務
組
合
で
は
、

平
成
３０
年
（
２
０
１
８
）
３
月
に
、「
ご

み
分
別
事
典
」
を
作
成
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
も

ら
う
た
め
、
同
年
１１
月
に
は
、「
ご
み
分

別
ゲ
ー
ム
」
と
「
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
」
を
公
開
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム

形
式
の
た
め
、
家
族
で
楽
し
く
遊
び
な
が

ら
ご
み
の
分
別
を
学
べ
ま
す
。

住
民
が
楽
し
く
取
り
組
め
る
エ
コ
活
動
を

目
指
す

川
北
町
住
民
課

矢
野

惠
一

朝早くから町内のごみ拾いや草刈りを行う様子。毎回、大勢の方々のご協力により実施されます

サイトで公開されている「ごみ分別事典」は、紙媒体と比べて
必要なときにすぐ調べられるのが特長です

毎年多くの方で賑わう「川北まつり」
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行
政
の
取
り
組
み

●
温
暖
化
対
策
活
動

川
北
町
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
制
約
の
高
ま
り
と
い
っ
た
観
点
か

ら
、
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
る
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）
の
普

及
を
促
進
し
、
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
平
成
２６
年（
２
０
１
４
）

度
、
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
に
電
気
自
動
車

充
電
ス
タ
ン
ド
を
設
置
し
ま
し
た
。
平
成

２９
年
（
２
０
１
７
）
に
は
、
こ
れ
ま
で
午

前
９
時
か
ら
午
後
７
時
と
し
て
い
た
運
用

時
間
を
拡
大
し
、
２４
時
間
運
用
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

●
ご
み
削
減
活
動

そ
の
他
、
川
北
町
に
は
電
化
製
家
庭
生

ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対
し
、
購
入
費
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
補
助
額
は
生

ご
み
処
理
機
１
台
に
つ
き
購
入
費
の
２
分

の
１
と
し
、
上
限
は
３
万
円
で
す
。
平
成

３１
年
（
２
０
１
９
）
４
月
か
ら
は
、
生
ご

み
処
理
機
の
更
新
費
用
や
コ
ン
ポ
ス
ト
容

器
の
購
入
に
も
補
助
対
象
が
拡
大
し
ま
し

た
。
家
庭
ご
み
の
減
量
化
と
町
民
の
方
々

の
生
活
環
境
衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

２０
世
紀
後
半
に
お
け
る
大
量
生
産
、
大

量
消
費
の
経
済
活
動
は
、大
量
廃
棄
型（
使

い
捨
て
型
）
の
社
会
を
形
成
し
、
地
球
規

模
で
の
温
暖
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
廃
棄
物
の
増
大
や
種
類
の
多
様
化
は

処
理
施
設
の
大
型
化
、
処
理
の
困
難
化
や

不
適
正
処
理
に
繋
が
り
、
結
果
と
し
て
最

終
処
分
場
の
容
量
ひ
っ
迫
や
不
法
投
棄
問

題
の
多
発
な
ど
、
深
刻
な
状
況
を
招
い
て

い
ま
す
。

地
球
環
境
問
題
は
と
て
も
大
き
な
問
題

で
す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を

変
え
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
く

も
の
で
す
。
川
北
町
で
は
、
今
後
も
町
民

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
環
境
保
全
活
動
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

川
北
町
役
場

住
民
課

〒
９
２
３
‐
１
２
９
５

石
川
県
能
美
郡
川
北
町
字
壱
ツ
屋
１
７
４
番
地

電

話
／
０
７
６－

２
７
７－

１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
７
６－

２
７
７－

２
５
８
４

メ
ー
ル
／jyum

in@
tow
n.kaw

akita.lg
.jp

平成３０年（２０１８）１１月にはごみ分別ゲーム（上）とごみ
リサイクルカードゲーム（下）を公開。ゲーム形式で
楽しく学べます

各種サイトへのアクセス
（PC・タブレット・スマートフォンから利用できます）

川北町ごみ分別事典
（https : //gb.hn-kouiki.jp/kawakita）

ごみ分別ゲーム
（https : //gb.hn-kouiki.jp/edu/gk）

ごみリサイクルカードゲーム
（https : //gb.hn-kouiki.jp/edu/ck）

サンアリーナ川北に設置された急速充電機と普通充電器。平成２９
年（２０１７）より２４時間運用を開始しました
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能
登
島
の
海
は
湾
だ
け
あ
っ
て
、
た
い
て
い
は
ほ
と

ん
ど
波
も
な
い
穏
や
か
さ
だ
。
海
水
浴
場
は
島
内
に
３

カ
所
あ
る
が
、
夏
は
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
。

抜
群
の
透
明
度
と
穏
や
か
さ
、
そ
し
て
島
全
体
が
持
つ

の
ど
か
な
時
間
の
流
れ
は
、
み
ん
な
で
夏
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
に
は
う
っ
て
つ
け
だ
。
地
域
の
活
動
と
し
て

も
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
夏
休
み
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ

を
行
っ
て
お
り
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
子
ど
も
た
ち

が
や
っ
て
く
る
。
毎
年
参
加
し
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち

は
も
は
や
ベ
テ
ラ
ン
と
な
り
、
下
の
子
た
ち
の
面
倒
を

見
て
く
れ
る
の
で
大
助
か
り
だ
。
キ
ャ
ン
プ
の
メ
イ
ン

は
中
日
の
海
遊
び
で
、
４
回
の
設
定
で
そ
れ
ぞ
れ
違
う

海
に
行
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
能
登
島
の
海
に
は
生
き

物
が
多
い
の
も
特
徴
で
、
夢
中
に
な
っ
て
珍
し
い
色
の

ウ
ミ
ウ
シ
な
ど
を
見
つ
け
て
は
プ
チ
観
察
会
が
そ
こ
か

※

し
こ
で
始
ま
る
し
、
イ
カ
ダ
や
サ
ッ
プ
（
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）
で
ち
ょ
っ
と
し
た
冒
険

を
楽
し
む
こ
と
も
あ
る
。
の
び
の
び
と
自
由
に
遊
べ
る

の
も
、
こ
の
安
全
で
美
し
い
海
な
ら
で
は
だ
。

※
サ
ッ
プ＝

サ
ー
フ
ボ
ー
ド
よ
り
も
大
き
め
の
板
に
立
ち
、
パ
ド

ル
を
漕
い
で
水
上
を
進
む
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

海
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
え
ば
、
以
前
か
ら
人
気

な
の
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
。
海
か
ら
島
を
眺
め
る
目
線
は
、

限
り
な
く
水
面
に
近
く
新
鮮
だ
。
水
の
底
も
す
っ
か
り

見
通
せ
る
の
で
、
天
気
が
い
い
日
は
ま
る
で
空
に
浮
か

ん
で
い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
る
。
陸
路
が
主
要
交
通
と

な
っ
た
現
代
で
は
、
小
さ
な
カ
ヤ
ッ
ク
で
海
上
に
い
る

こ
と
が
少
し
心
も
と
な
い
よ
う
な
気
分
を
起
こ
さ
せ
る

が
、
か
つ
て
は
海
こ
そ
交
通
交
易
の
十
字
路
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
や
物
資
が
行
き
交
っ
た
と
思
う
と
感
慨
深
い
。

み
ん
な
の
里
海
ア
ソ
ビ
事
情

文
・
写
真
◎
能
登
島
地
域
づ
く
り
協
議
会

事
務
局

福
嶋

葉
子

八ヶ崎海水浴場。波の穏やかな能登島の海では子どもたちを安心して遊ばせられる

漁港で釣りを楽しむ子どもたち
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能登の里海から 4

海
は
ど
こ
ま
で
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
カ
ヤ
ッ
ク
に
続

い
て
、
最
近
で
は
サ
ッ
プ
も
人
気
が
出
て
き
て
お
り
、

能
登
島
に
も
数
台
設
置
し
て
い
る
。
技
術
が
上
が
れ
ば

カ
ヤ
ッ
ク
同
様
ツ
ー
リ
ン
グ
に
も
出
か
け
ら
れ
、
ス

ピ
ー
ド
に
乗
っ
て
疾
走
で
き
た
ら
気
持
ち
い
い
だ
ろ
う

な
、
と
羨
ま
し
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
ろ
ん
な
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
楽
し
め
る
能

登
島
だ
が
、
な
か
で
も
釣
り
や
素
潜
り
漁
は
ダ
ン
ト
ツ

の
人
気
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
住
民
に
と
っ
て
も
、
里

海
と
は
遊
び
場
で
も
あ
り
漁
場
で
も
あ
り
暮
ら
し
の
一

部
に
い
つ
も
あ
る
存
在
だ
か
ら
、
ど
こ
ま
で
が
業
で
ど

こ
ま
で
が
遊
び
な
の
か
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
曖
昧
さ
が
楽
し
い
の
で
あ
り
、
趣
味
と
実
益
を
兼
ね

る
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
「
遊
び
仕
事
」
と
い
わ
れ
る
仕
事
を
マ
イ
ナ
ー
・

サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
こ
そ
が
生
活
を
豊

か
に
彩
り
、
自
然
の
恵
み
と
と
も
に
あ
る
暮
ら
し
を
形

づ
く
っ
て
い
る
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
里
山
も
あ
る
能
登

だ
か
ら
、
そ
の
楽
し
み
は
倍
増
、
は
っ
き
り
言
っ
て
お

金
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
魚
が
釣
れ
れ
ば
嬉

し
い
し
、
お
金
で
買
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
ご
近
所

に
も
気
軽
に
配
り
た
く
な
る
。
酒
の
肴
に
し
て
み
ん
な

で
一
杯
や
る
と
か
、
都
会
の
子
ど
も
に
送
っ
て
や
る
た

め
に
手
を
か
け
て
調
理
す
る
だ
と
か
、
そ
ん
な
話
は
毎

日
生
産
性
と
経
済
性
に
追
い
か
け
ま
く
ら
れ
て
い
る
現

代
都
会
人
に
は
縁
の
な
い
日
常
だ
。
し
か
し
そ
れ
は
、

東
京
か
ら
わ
ず
か
１
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
行
け
る
日
本

の
田
舎
に
今
も
ま
ぎ
れ
も
な
く
存
在
す
る
。
別
に
遠
い

異
国
の
別
世
界
で
は
な
い
。

ア
ソ
ビ
を
楽
し
め
る
人
は
そ
れ
だ
け
で
豊
か
な
人
生

を
送
っ
て
い
る
。
里
海
を
眺
め
る
に
つ
け
、
い
つ
も
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

ふ
く
し
ま
・
よ
う
こ

能
登
島
地
域
づ
く
り
協
議
会
・
地
域
づ
く
り
専
門
員
。
金
沢
市
生
ま
れ
で
、

実
家
は
東
山
の
三
味
線
店
。
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
各
国
を
訪
れ
、
ス

イ
ス
で
の
ガ
イ
ド
経
験
あ
り
。
30
代
半
ば
で
再
び
大
学
に
編
入
し
、
卒
業

と
同
時
に
七
尾
市
に
移
住
。
能
登
島
の
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
。
現
在
は

「
の
と
島
ク
ラ
シ
カ
タ
研
究
所
」
を
立
ち
上
げ
、
島
の
暮
ら
し
を
受
け
継
ぎ
、

引
き
継
ぐ
た
め
の
活
動
を
行
う
。

サップに座り、カヤックとして遊ぶ

海水浴場の砂浜で貝を探す

ゴーグルと網を持って素潜りにも挑戦。子どもたちは里海での遊びを通
して、海の生きものとの付き合い方を学んでいく
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持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
２
０
３
０
年
に

向
け
た
世
界
の
２
つ
の
動
き 

〜
パ
リ
協
定
と
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
〜

文 

◎ 

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

中
里　

茂

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
最
新
動
向

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
最
新
動
向

小小
特
集

小
特
集

地球温暖化の防止
地球温暖化対策・パリ協定
2015年12月採択

持続可能な社会の構築
持続可能な開発・SDGs
2015年9月採択

世界の平均気温上昇を
産業革命前と比較して
2℃未満に抑える。
（1.5℃以内を目標）

国際社会における17の
共通課題を解決する。

環境問題・社会問題

人類存続の危機
持続不可能な社会

持続可能な社会・発展

脱炭素社会・持続可能な社会の構築に向けた
国際的な流れ

～2030年に向けての取り組み～

2030年

パ
リ
協
定
と
は

今
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
球
で
は
、
地

球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社

会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
国
際
社
会
が

こ
れ
ら
の
問
題
に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
１
つ
が
、

地
球
温
暖
化
対
策
�
パ
リ
協
定
�
で
す
。

２
０
１
５
年
１２
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ

で
開
か
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第

２１
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２１
）
で
「
パ

リ
協
定
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
協
定
で

は
、
１
９
６
全
て
の
国
・
地
域
が
産
業
革

命
前
か
ら
の
気
温
上
昇
を
２
℃
未
満
、
で

き
れ
ば
１
・
５
℃
に
抑
え
る
こ
と
を
目
指

し
、
自
ら
が
設
定
し
た
目
標
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
１２
月
の
第
２４

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２４
）
で
は
、
パ

リ
協
定
の
「
実
施
指
針
」
が
決
ま
り
、

２
０
２
０
年
１
月
か
ら
い
よ
い
よ
本
格
的

に
動
き
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

パリ協定のポイント
①世界の平均気温上昇を産業革命前と
比較して２℃未満に抑える。（１．５℃
以内を目標）
②今世紀末までに世界全体の温室効果
ガス排出量を実質“ゼロ”にする。
③参加国は削減目標を立て５年ごとに
見直し報告する。
④温暖化に対する緩和策だけでなく適
応策にも取り組む。
⑤途上国への支援。資金援助を義務づ
ける。
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2017年
405ppm

CO2増加

 
 

二酸化炭素（CO2）濃度の予測

CO2が増加するとどうなる？

今後の予測

2℃未満に抑えるためには

世界の平均濃度

420ppm

平均気温の上昇

2030年
430ppm

2040年
460ppm

2100年
540ppm

１．南極や北極の氷が溶けて海面が
上昇する。（水没する地域が出てくる）

２．大気の循環が変化し気候の変化、
異常気象が起こる。（海流の変化、集
中・ゲリラ豪雨、砂漠化など）

３．動物・植物の分布の変化、農業
地域の変化が起こる。

SDGs：持続可能な開発目標
SDGs(エスディージーズ)とは2015年9月に国連で採択された
持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）です。
2030年に向けすべての国（193カ国・地域）が17の目標に
取り組み誰一人取り残さない社会の実現をめざす。

うち環境に関連している12の目標

現
在
の
温
暖
化
の
状
況

で
は
、
今
地
球
の
温
暖
化
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

地
球
温
暖
化
の
要
因
で
あ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
中
で
大
き
な
比
率
を
占
め
る
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
濃
度
は
、
２
０
１
７

年
時
点
で
平
均
４
０
５
ｐ
ｐ
ｍ
ま
で
増
え

て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
産
業
革

命
（
１
７
５
０
年
）
以
前
は
２
８
０
ｐ
ｐ

ｍ
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
か
な
り
増
加

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
二

酸
化
炭
素
濃
度
は
、
毎
年
約
２
ｐ
ｐ
ｍ
増

え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
人
類
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
さ
れ
る
４
５
０
ｐ

ｐ
ｍ
に
は
、
あ
と
２５
年
余
り
で
達
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
９
月
に
発
表
が
予
定
さ

れ
て
い
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
特
別
報
告
書
で
は
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
は
従
来
の

予
測
を
大
き
く
上
回
り
、
今
世
紀
末
に
は

２０
世
紀
末
に
比
べ
最
大
１
・
３
ｍ
上
昇
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

米
国
の
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
や
多
排
出

国
と
途
上
国
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
い
な

ど
取
り
組
み
に
は
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
昨
今
の
温
暖
化
に
よ
る

様
々
な
影
響
を
考
え
る
と
、
温
暖
化
対
策

は
も
う
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
り
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
一
層
の
排
出
削
減
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

環
境
問
題
解
決
に
向
け
て
の
も
う
１
つ

の
大
き
な
取
り
組
み
、
そ
れ
は
持
続
可
能

な
開
発
目
標
�
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
�（Sustainable

D
evelopm

ent
G
oals

の
略
称
）
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
２
０
１
５
年
９
月
に

国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
で
、

環
境
問
題
や
貧
困
・
飢
餓
問
題
を
は
じ
め

世
界
が
抱
え
る
共
通
課
題
を
解
決
し
、
持

続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
１７
の
目

標
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
に
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

持
続
可
能
な
環
境
や
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
、
国
連
加
盟
１
９
３
の
国
・
地
域

が
参
加
し
地
球
上
の
「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
目
指
し
て

い
ま
す
。

達
成
す
べ
き
１７
の
目
標
の
う
ち
、
直
接

環
境
に
関
係
す
る
項
目
は
７
項
目
、
全
体

で
は
１２
の
目
標
が
環
境
と
関
わ
っ
て
い
ま

す
の
で
、
環
境
問
題
の
解
決
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

パ
リ
協
定
に
よ
る
気
候
変
動
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
、
こ
の
２

つ
の
大
き
な
流
れ
は
地
球
温
暖
化
の
防
止

に
向
け
た
密
接
か
つ
不
可
欠
な
関
係
に
あ

る
と
言
え
ま
す
。

濃度の今後の予測は、地球環境研究センターニュース（２０１３年８月号）より

燃料別に見る世界の二酸化炭素排出量

出典：オークリッジ国立研究所
全国地球温暖化防止活動推進センターより

SDGsの目標

出典：EDMC／エネルギー・経済統計要覧２０１８年版
全国地球温暖化防止活動推進センターより

世界の二酸化炭素排出量（２０１５年）
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石
川
県
の
地
球
温
暖
化
対
策

〜
事
業
者
の
取
り
組
み・ご
協
力
の
紹
介
〜

文
・
写
真 

◎ 

石
川
県
生
活
環
境
部
温
暖
化
・
里
山
対
策
室

0

7

8

9

10

11

12

1990 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 年度

排出量
（百万tCO2換算）

768万t

960万t
933万t

965万t 978万t 965万t 956万t

1,136万t

964万t

784万t
743万t

1,020万t

954万t

1,060万t
1,093万t

〈2013年度比－1.9％〉
〈2001年度比＋8.3％〉

1,040万t

石
川
県
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
状
況

２
０
１
５
年
１２
月
、
国
連
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
第
２１
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２１
）
に
お

い
て
、
２
０
２
０
年
以
降
の
地

球
温
暖
化
対
策
の
国
際
枠
組
み

「
パ
リ
協
定
」
が
採
択
さ
れ
、

ま
た
、
昨
年
１２
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２４

に
お
い
て
パ
リ
協
定
を
運
用
す

る
実
施
指
針
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
世
界
は
共
通
ル
ー
ル
の
も

と
で
、
本
格
的
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

本
県
も
、
県
民
・
事
業
者
・

行
政
等
の
各
主
体
が
、
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
、
徹
底
し
た
省
エ
ネ

や
積
極
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
、
森
林
保
全
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

いしかわエコチケット

省エネ・節電に取り組むご家庭を応援するため、事業者のご協賛により、農産物直売
所やスーパー、地産地消を推進する飲食店などで使うことができる「いしかわエコチケ
ット」を発行しています。

エコ活動に
取り組む県民

協賛企業 協賛金
エコチケット
協賛金を
原資に発行( )

石川県
・

（公社）いしかわ環境
パートナーシップ県民会議

見本
見本

協賛企業紹介（五十音順）
�のと共栄信用金庫
�マックスバリュ北陸株式
会社

�株式会社どんたく
�ユニー株式会社

�金沢信用金庫
�JAバンク石川
�株式会社セブン－イレブ
ン・ジャパン

�第一電機工業株式会社

�イオンリテール株式会社
�株式会社大阪屋ショップ
�花王グループカスタマー
マーケティング株式会社

�株式会社鍜治商店

・２０１５年度のCO２排出量は１，０４０万トンで、前年度比４．８％の減少となっています。
（国全体では、前年度比２．９％の減少）

■ 事業者の温暖化対策の取り組み

石川県のCO２排出状況
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石川県生活環境部温暖化・里山対策室では、この他にもさまざま
な温暖化対策を実施し、学校、地域、家庭及び事業者における環
境保全活動を支援しています。
詳しくは石川県の公式ホームページをご覧ください。

石川県生活環境部温暖化・里山対策室
URL : http : //www.pref.ishikawa.lg.jp/ontai/

いしかわエコデザイン賞

環境ビジネスの振興や地域のエコ化・活性化につなげる
ことを目的に、環境保全に役立つ石川発の優れた「製品」
や「サービス」を表彰しています。

いしかわエコデザイン賞２０１８大賞受賞
＜製品領域＞

車載式瓦舗装材プラント
ガイアックス

「GAIAX」

株式会社エコシステム

＜サービス領域＞

山への恩返しプロジェクト

加賀木材株式会社

※大賞の詳細とその他の受賞者については、３６～３７ページ
「いしかわエコデザイン賞２０１８」で紹介しています。

石川の森整備活動CO２吸収量認証制度

企業等が、社会貢献活動として整備した森林について、

１年間に吸収すると考えられるCO２の量を数値化して、

県が認証する制度を実施しています。

�森林整備活動の内容
植栽、下刈り、除伐、枝打ち、間伐

�平成２９年度の認証件数：１８件
〈主な認証企業（承認開始年度）〉

のと共栄信用金庫（H２０～）

株式会社北國銀行（H２２～）

富士通株式会社 北陸支社（H２４～）

TOTO株式会社 北陸支社（H２４～）

鶴来信用金庫（H２４～）

株式会社石川コンピュータ・センター（H２４～）

いしかわ事業者版環境 ISO

自主的かつ簡易に環境保全活動に取り組むための本県独

自の環境マネジメントシステムで、これまでに８００を超え

る事業者が取り組んでいます。

事業者版環境 ISOのメリット

①地域の環境保全（地球温暖化防止）

につながる。

②社会的な信頼性が向上する。

③経費削減につながる。

④ PDCAサイクルを事業所全体で取り組める。

＝平成３０年度の優良活動表彰＝
�優良活動表彰：３事業所

所在地

加賀市
金沢市

小松市

�優良協力団体・事業者表彰：２事業者
所在地

金沢市

金沢市

事業者名

株式会社ホテルゆのくに
株式会社中元建築設計事務所
赤帽石川県軽自動車運送協同組合
加賀支部

事業者名

マイクロ・テック株式会社
一般社団法人
いしかわエネルギーマネジメント協会

いしかわ近未来の環境技術展

毎年８月に開催される「いしかわ環境フェア」と同時開
催し、未来・最新の環境技術を県民の皆様にご紹介してい
ます。

�県内企業の最先端の環境技術の紹介

株式会社アクトリー NTN株式会社

�電動バイク・電動アシスト自転車の展示・試乗会

�次世代自動車の試乗会

平成２９年度 CO２吸収証書交付式
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Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
地
球
温
暖
化
防
止

〜
い
し
か
わ
環
境
フ
ェ
ア
で
の
金
沢
星
稜
大
学
の
取
り
組
み
〜

文
・
写
真 

◎ 

金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
教
授　

新　

広
昭

持続可能な開発目標（SDGs）実施指針の概要
●ビジョン：「持続可能で強靱、そして誰一人取り残さない、経済、社会、環境の統合的向上が実現
　された未来への先駆者を目指す。」
●実施原則：①普遍性、②包摂性、③参画型、④統合性、⑤透明性と説明責任
●フォローアップ：2019年までを目処に最初のフォローアップを実施。
【8つの優先課題と具体的施策】

①あらゆる人々の活躍の推進
■一億総活躍社会の実現　■女性活躍の推進　■子供の貧困
対策　■障害者の自立と社会参加支援　■教育の充実

②健康・長寿の達成
■薬剤耐性対策　■途上国の感染症対策や保健システム強化、
公衆衛生危機への対応　■アジアの高齢化への対応

⑦平和と安全・安心社会の実現
■組織犯罪・人身取引・児童虐待等の対策推進
■平和構築・復興支援　■法の支配の促進

⑧SDGs実施推進の体制と手段
■マルチステークホルダーパートナーシップ　■国際協力に
おけるSDGsの主流化　■途上国のSDGs実施体制支援

③成長市場の創出、地域活性化、
科学技術イノベーション

■有望市場の創出　■農山漁村の振興　■生産性向上
■科学技術イノベーション　■持続可能な都市

④持続可能で強靱な国土と
質の高いインフラの整備

■国土強靱化の推進・防災　■水資源開発・水循環の取組
■質の高いインフラ投資の推進

⑤省・再生可能エネルギー、気候変動対策、
循環型社会

■省・再生可能エネルギーの導入・国際展開の推進
■気候変動対策　■循環型社会の構築

⑥生物多様性、森林、海洋等の
環境の保全

■環境汚染への対応　■生物多様性の保全　■持続可能な
森林・海洋・陸上資源

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
目
標
）と
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
国
連
に
加
盟
す

る
す
べ
て
の
国
が
、
２
０
１
５
年

か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
貧
困

や
飢
餓
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、気
候
変
動

（
地
球
温
暖
化
防
止
）、平
和
的
社

会
と
い
っ
た
社
会
的
課
題
を
解
決

し
、
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の

で
、
１７
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト（
取
り
組
み
）か
ら
な
っ
て

お
り
、
な
か
で
も
気
候
変
動
は
最

も
重
要
な
目
標
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
を
重
要
な
政
策
課
題
と
し
て
位

置
づ
け
、
首
相
を
本
部
長
と
し
た

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
」を
設
け
、

２
０
１
７
年
１２
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、８
分
野（
個

別
政
策
は
７
分
野
）
に
わ
た
る
政
策
を
強

力
に
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

環
境
に
関
す
る
政
策
は
⑤
省
エ
ネ
・
再
エ

ネ
、
気
候
変
動
対
策
、
循
環
型
社
会
、
⑥

生
物
多
様
性
、
森
林
、
海
洋
等
の
環
境
の

保
全
の
２
分
野
と
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。

い
し
か
わ
環
境
フ
ェ
ア

２
０
１
８
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

普
及い

し
か
わ
環
境
フ
ェ
ア
で
は
こ
れ
ま
で

も
、
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
、
気
候
変
動
対
策
、

循
環
型
社
会
、
生
物
多
様
性
、
森
林
、
里

山
里
海
の
環
境
保
全
に
関
係
す
る
出
展
、

体
験
の
場
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
は
実
際
に
は
互
い
に
深
く

関
連
し
あ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個

別
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

ま
し
て
や
環
境
保
全
と
貧
困
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
そ
の
他
の
社
会
的
課
題
と
密
接
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
意
識
さ
れ

に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
原
因

は
、
そ
れ
ら
の
関
連
性
が「
見
え
る
化
」で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
そ
の
関
連
性
が
１７
の
目
標
の

ロ
ゴ
で
見
え
る
化
で
き
る
と
こ
ろ
に
大
き

な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
２
０
１
８
年
の
環
境
フ
ェ
ア

で
は
、
出
展
す
る
企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、行
政
が

提
供
す
る
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
ど
れ
に
貢
献
・
関
連
す
る
か
を
「
ひ
も

付
け
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
主
体
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
て
も
ら
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題
と
の
関
連
性
を

見
え
る
化
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

方
法
と
結
果

国
際
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
進
め
て
い
る
の

SDGs実施指針の概要
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小特集 地球温暖化防止に向けた最新動向

は
国
連
で
、
な
か
で
も
国
連
大
学
は
世
界

各
地
に
有
す
る
研
究
機
関
を
通
じ
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
新
ゼ
ミ

で
は
、
石
川
県
に
立
地
す
る
国
連
大
学
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
い
し
か

わ
・
か
な
ざ
わ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ユ
ニ

ッ
ト
と
共
同
で
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ま
ず
新
ゼ
ミ

の
２
年
生
２３
人
が
７
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

各
チ
ー
ム
５
〜
６
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
出

展
し
て
い
る
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、

特
徴
、
社
会
的
課
題
へ
の
対
応
な
ど
を
調

査
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
を
ブ
ー
ス
に
持

ち
帰
り
、
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ユ
ニ
ッ

ト
の
永
井
事
務
局
長
の
サ
ジ
ェ
ッ
シ
ョ
ン

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
調
査
し
た
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ひ
も
付
け
し
、

そ
の
結
果
を
ブ
ー
ス
の
一
覧
表
に
記
入
し
、

さ
ら
に
ひ
も
付
け
さ
れ
た
目
標
の
ロ
ゴ

シ
ー
ル
（
学
生
が
事
前
に
作
成
）
を
調
査

し
た
ブ
ー
ス
に
持
っ
て
行
っ
て
貼
り
付
け

る
と
い
う
方
法
で
行
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
や
は
り
環
境
フ
ェ
ア
と
い
う

こ
と
で
、
１３
番
「
気
候
変
動
に
具
体
的
な

対
策
を
」
と
１５
番
「
緑
の
豊
か
さ
を
守
ろ

う
」
が
一
番
多
く
、
次
い
で
７
番
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン

に
」、
１２
番
「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」、

「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
１１
番
「
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
」
や
３
番
「
す
べ
て
の

人
に
健
康
と
福
祉
を
」
と
い
っ
た
直
接
の

環
境
課
題
で
は
な
い
目
標
に
ひ
も
付
け
さ

れ
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
も
見
ら
れ
、
社
会

的
課
題
の
解
決
が
相
互
に
関
連
し
合
う
と

い
う
様
子
が
見
え
る
化
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
い
ご
に

各
出
展
ブ
ー
ス
に
学
生
が
調
査
に
行
っ

た
際
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
知
ら
な
い
出
展

者
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
学
生
が
ひ
も

付
け
さ
れ
た
目
標
の
ロ
ゴ
シ
ー
ル
を
持
っ

て
行
っ
た
際
に
は
、
多
く
の
出
展
者
の
方

が
興
味
を
持
ち
、「
自
社
製
品
の
ア
ピ
ー

ル
材
料
に
し
た
い
」
や
「
自
分
た
ち
の
活

動
に
自
信
が
持
て
た
」
と
い
っ
た
反
応
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
来

年
度
も
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
将
来

的
に
は
出
展
者
自
ら
が
自
ら
の
製
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ひ
も
付
け
し
、

目
標
の
ロ
ゴ
シ
ー
ル
を
掲
示
し
て
出
展
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

環境フェアの各ブースの製品・サービスを記入

ワークショップの結果
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地
域
資
源
の
特
色
を
活
か
し
た

元
気
な
里
山
里
海
づ
く
り 

〜
現
地
活
動
事
例
の
紹
介
〜

石
川
県
農
林
水
産
部
里
山
振
興
室

多
く
の
生
き
物
に
と
っ
て
貴
重
な
生
息

空
間
で
あ
る
里
山
里
海
は
、
生
活
様
式
の

変
化
や
過
疎
・
高
齢
化
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
里
山
里
海
に
人

の
手
を
入
れ
、
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域

に
新
た
な
価
値
を
創
造
し
、
そ
の
価
値
が

さ
ら
に
人
を
呼
び
込
む
と
い
う
良
い
循
環

の
形
成
に
向
け
、
地
域
の
特
色
あ
る
資
源

を
活
用
し
た
、
元
気
な
里
山
里
海
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

里
山
里
海
は
、
人
が
い
て
生
活
を
し
て

初
め
て
成
り
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
集
落
に
と
ど
ま
っ
て
生
き
て
い
く
に

は
、
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
の
生
業
が
必

要
で
す
。

平
成
２３
年
（
２
０
１
１
）
度
に
県
と
地

元
金
融
機
関
が
資
金
を
拠
出
し
て
創
設
し

た
「
い
し
か
わ
里
山
創
成
フ
ァ
ン
ド
」
は
、

そ
の
運
用
益
等
を
活
用
し
て
、
農
業
・
非

農
業
を
問
わ
ず
、
里
山
里
海
な
ら
で
は
の

新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
生

業
の
創
出
や
、
住
民
自
ら
行
う
里
山
資
源

を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
里
山
の
資

源
を
活
用
し
た
循
環
モ
デ
ル
の
創
出
な
ど

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

平
成
２８
年
（
２
０
１
６
）
度
か
ら
は
、

名
称
を「
い
し
か
わ
里
山
振
興
フ
ァ
ン
ド
」

に
改
め
、
よ
り
多
く
の
企
業
や
団
体
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
に
採
択
枠
を
拡

大
し
た
こ
と
に
加
え
、
新
た
に
ス
ロ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
来
訪
者
が
一
日

で
も
長
く
滞
在
で
き
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
２８
年（
２
０
１
６
）度
に

採
択
し
た
奥
能
登
の
恵
ま
れ
た
食
を
題
材

に
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
に
取
り
組

む
「
奥
能
登
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
、
平
成
２９
年（
２
０
１
７
）

度
に
採
択
し
た
金
沢
ゆ
ず
の
振
興
に
取
り

組
む
「
金
沢
ゆ
ず
祭
り
実
行
委
員
会
」
の

２
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

いしかわ里山振興ファンド（公募事業）

里山里海の資源を活用した生業の創出

地域に埋もれている農林水産物など地域資源の発掘から商品試作にいたる

里山里海の振興に向けたモデル的な取り組みに対する支援

補助率：３／４ 補助限度額：２，０００千円（３年以内）

対 象：農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、NPO等

里山里海地域を元気にするイベント支援

住民自ら行う里山資源を活かしたイベント等への支援

補助率：３／４（１年目）、２／３（２年目、３年目）

補助限度額：１，５００千円（１年目）、１，０００千円（２年目、３年目）

対 象：里山里海地域に居住する住民が主体となる団体等

里山の資源循環モデルの構築による地域おこし

里山の資源を活用した循環モデルを創出する取り組みに対する支援

補助率：２／３ 補助限度額：１，５００千円（２年以内）

対 象：農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、NPO等

スローツーリズムの推進

多様な滞在メニューの開発支援

来訪者が一日でも長く滞在できる多様なサービスを開発する取り組みに対

する支援

補助率：３／４ 補助限度額：１，０００千円（２年以内）

対 象：農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、NPO等
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地域資源の特色を活かした元気な里山里海づくり

奥
能
登
に
は
大
切
に
継
承
さ
れ
て
き
た
、

山
と
海
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
や
文
化

が
あ
り
、
伝
統
や
昔
か
ら
あ
る
暮
ら
し
が

色
濃
く
残
る
全
国
で
も
稀
な
地
域
で
す
。

そ
こ
に
は
、
暮
ら
し
を
ラ
イ
ブ
で
味
わ
え

る
農
家
民
宿
、
ワ
イ
ン
の
原
料
を
育
て
る

広
大
な
ブ
ド
ウ
畑
、
地
元
シ
ェ
フ
が
通
う

輪
島
の
名
産
が
並
ぶ
朝
市
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
共
通
点
は
「
食
」。

私
た
ち
は
、
い
し
か
わ
里
山
振
興
フ
ァ

ン
ド
を
用
い
て
、
特
色
あ
る
食
材
を
作
り

手
の
想
い
を
聞
き
な
が
ら
共
に
収
穫
し
、

時
に
は
地
元
シ
ェ
フ
が
手
掛
け
た
料
理
を

堪
能
す
る
な
ど
、「
人
」
と
「
人
」
が
触

れ
合
う
場
を
生
み
出
す
滞
在
メ
ニ
ュ
ー
を

作
り
、「
奥
能
登
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と

し
て
提
案
し
て
い
ま
す
。

奥
能
登
で
も
、
人
口
減
少
・
伝
統
の
継

承
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
は
、
こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し
て
、
広
く

奥
能
登
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
暮

ら
す
人
々
が
奥
能
登
の
里
山
里
海
の
資
源

の
豊
か
さ
や
価
値
に
再
び
気
付
き
、
奥
能

登
の
誇
り
を
取
り
戻
せ
る
活
動
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

古
民
家
が
寄
り
添
う
よ
う
に
佇
む
里
山

里
海
集
落
に
、「
奥
能
登
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
を
体
験
し
に
来
ま
せ
ん
か
。

金
沢
市
の
浅
川
地
区
に
あ
る
Ｊ
Ａ
金
沢

ゆ

ず

市
金
沢
柚
子
部
会
で
は
１３
名
の
会
員
で
年こ

間
約
２０
ト
ン
の
ゆ
ず
を
生
産
し
、
ゆ
ず
胡

し
ょ
う
椒
や
ポ
ン
酢
な
ど
の
原
材
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
内
産
ゆ
ず
の
大
部
分
は
温
暖
な

四
国
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
北
陸
の

寒
暖
差
を
活
か
し
た
「
金
沢
ゆ
ず
」
は
引

き
立
つ
香
り
が
特
徴
で
す
。
こ
こ
数
年
で

金
沢
ゆ
ず
を
使
っ
た
商
品
が
皆
さ
ま
の
お

目
に
か
か
る
機
会
も
増
え
て
き
て
い
ま
す

が
、
未
だ
知
名
度
が
低
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
し
、

２
０
１
７
年
に
「
第
１
回
金
沢
ゆ
ず
香
る

ん
祭
り
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
金
沢

ゆ
ず
胡
椒
鍋
の
ふ

る
ま
い
、
金
沢
ゆ

ず
足
湯
な
ど
の
催

し
は
大
変
好
評
で

５
５
０
０
名
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
翌
年
の
第
２
回
で
は
６
２
０
０
名
も

の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

の
盛
況
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
金
沢
ゆ
ず
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
嬉
し
い
限
り
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
後
に
は

金
沢
ゆ
ず
を
使
っ
た
お
酒
が
新
発
売
さ
れ
、

生
産
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
る
な

ど
、
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
２
０

１
９
年
も
１１
月
に
開
催
予
定
で
す
。
お
い

し
い
金
沢
ゆ
ず
料
理
を
一
度
食
べ
て
み
ま

せ
ん
か
？

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
レ
ポ
ー
ト
①

奥
能
登
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み

奥
能
登
中
央
地
区
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

川
畑

慎
太
郎

お
問
い
合
わ
せ

奥
能
登
中
央
地
区
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

住
所
／
石
川
県
鳳
珠
郡
穴
水
町
字
鹿
波

ハ
１－

１

O
ku
ru
S
ky

内
事
務
局

電
話
／
０
７
６
８－

５
６－

１
５
２
２

お
問
い
合
わ
せ

金
沢
ゆ
ず
祭
り
実
行
委
員
会

住
所
／
金
沢
市
袋
板
屋
町
ロ
１
２
２

電
話
／
０
７
６－

２
２
９－

０
１
３
３

活
動
レ
ポ
ー
ト
②

「
金
沢
ゆ
ず
香
る
ん
祭
り
」
の
開
催

金
沢
ゆ
ず
祭
り
実
行
委
員
会

小
坂

哲
雄
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い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
８ 

文
・
写
真
◎
石
川
県
生
活
環
境
部
温
暖
化
・
里
山
対
策
室

い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
と
は

「
い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
」
は
、

低
炭
素
（
地
球
温
暖
化
防
止
）、
里
山
里

海
保
全
な
ど
の
自
然
共
生
、資
源
循
環（
３

Ｒ
）
な
ど
、
環
境
保
全
に
役
立
つ
石
川
発

の
優
れ
た
「
製
品
（
モ
ノ
づ
く
り
）」「
サ
ー

ビ
ス
（
コ
ト
お
こ
し
）」
を
表
彰
す
る
県

の
制
度
で
す
。

こ
の
賞
に
お
け
る
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
は
、

姿
・
形
（
意
匠
・
装
飾
）
だ
け
で
な
く
、

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
コ
ン
セ
プ

ト
や
姿
勢
（
戦
略
・
企
画
・
設
計
）
の
こ

と
も
幅
広
く
含
ん
で
い
ま
す
。

「
い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞

２
０
１
８
」受
賞
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

今
回
、
第
８
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
「
い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１

８
」は
、
１４
件
が
受
賞
と
な
り
、２
０
１
８

年
１２
月
に
石
川
県
庁
で
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。

製
品
領
域
の
大
賞
に
は
、「
車
載
式
瓦

舗
装
材
プ
ラ
ン
ト
『
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｘ
』」（
株

式
会
社
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
製
品
は
、
廃
瓦
を
破
砕
し
舗

装
材
に
す
る
小
型
プ
ラ
ン
ト
で
す
。
審
査

委
員
か
ら
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
ら
れ
る

ま
で
小
型
化
す
る
こ
と
で
施
工
エ
リ
ア
を

拡
大
し
、
瓦
リ
サ
イ
ク
ル
舗
装
の
普
及
に

寄
与
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
領
域
の
大
賞
に
は
、「
山
へ

の
恩
返
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
加
賀
木
材

株
式
会
社
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
付
加
価
値
の
高
い
建
材
や

木
製
品
の
販
売
、
木
育
カ
フ
ェ
の
運
営
な

ど
を
通
し
て
、
県
産
材
フ
ァ
ン
を
獲
得
す

る
取
り
組
み
で
す
。
審
査
委
員
か
ら
は
、

林
業
の
活
性
化
と
健
全
な
森
林
の
保
全
に

貢
献
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
支
援

い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し

た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
す
る
こ
と
は
、

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
や
地
域
の
エ
コ
化

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
受
賞

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
、
次
の
よ
う

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
製
品
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
へ
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
使
用
（
無
料
）

②
受
賞
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
配
布

③
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
動
画
配
信
サ
イ

ト
で
の
Ｐ
Ｒ

④
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
の
応
募
支
援

⑤
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
の
制
作

今
後
も
、
本
賞
を
通
じ
て
、
環
境
保
全

に
役
立
つ
石
川
発
の
優
れ
た
製
品
、
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

受賞までの流れ
（いしかわエコデザイン賞２０１８の日程）

４月中旬から６月末まで
（関係書類を石川県生活
環境部温暖化・里山対策
室まで送付）

審査委員会において、書
類による一次審査

８月２６日（日）
一次審査を通過した応募
者は、「いしかわ環境フェ
ア２０１８」において、公開
プレゼンテーションを実施

公開プレゼンテーション
をした応募者は、審査委
員との意見交換を活かし、
応募申込書の再提出や追
加資料の提出をすること
も可能

「いしかわエコデザイン
賞」及び「特別賞」を決定

１２月１２日（水）
※いしかわエコデザイン賞２０１９も同
様のスケジュールを予定しています。

応募申込み

一次審査

公開
プレゼンテーション

書類の再提出
（任意）

二次審査

表彰式

いしかわエコデザイン賞ロゴマーク
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背景
木材価格の低迷、林業従事者の減少
等により、山間地における手入れが
不足し、森林の機能低下が問題とな
っている。
評価点
付加価値の高い建材や木製品の販売、
木育カフェを経営する等、県産材
ファン獲得のための事業を幅広く展
開。ファンによる植林活動や県産材
の利用拡大を通じて、林業の活性化
と健全な森林の保全に貢献している
点を評価。

背景
廃瓦はほとんどが埋立処分されてい
るが、リサイクルして舗装材に使用
した場合、その透水性・保水性から、
近年のゲリラ豪雨対策として注目さ
れている。
評価点
瓦リサイクル舗装材のプラントを小
型化・移動式とすることにより、施
工対応エリアを拡げるとともに、全
国にも事業展開できることから、瓦
リサイクル舗装の普及に寄与してい
る点を評価。

〔金賞・銀賞・銅賞〕

概要

これまで廃棄していた、手作り醤油のもろみの搾りかすを再利
用した、ふりかけやお茶漬けに使うことができる新しい調味料

耕作放棄地を再生利用した栽培ハウスにおいて、隣接する小水
力発電で得たクリーンなエネルギーと IoT 技術を用い、徹底し
た生育環境の管理を行うイチゴ栽培システム

環境に配慮して永く使うことができる工芸的な味わいのある優
れたデザイン性の樹脂製グラス

白山の高山植物を低地で人工的に種から栽培・増殖し、絶滅の
おそれがある種を保全している先駆的な取組み

小売店の店頭に設置する IoT ロッカー。消費者が都合の良い時
間に注文商品の受取りが可能

使わなくなった制服をリユースし、地域全体でおさがりを広め
ていこうとする取組み

〔その他の特別賞〕
概要

能登ヒバの間伐材と再生紙を配合して作られた靴用消臭キット

これまで廃棄していたイノシシ腹脂を有効活用したハンドク
リーム

地元農家と連携し、耕作放棄地での古代品種の無農薬栽培や加工
品の開発等を通して、里山での持続可能な農業を目指した取組み

有害駆除で獲れたイノシシを活用し、獣害を特産品へ転換する
挑戦

能登の里山里海において、養鶏・食品加工・堆肥製造等の多角
経営により、社内で資源を無駄なく循環させるシステムの構築

冬の白山麓で、伝統的製法で作る米飴と厳選食材から製造する
アイス

受賞者

鳥居醤油店
〔七尾市〕

IM普及協議会
〔北菱電興（株）・（株）別川製
作所・石川県立大学〕

石川樹脂工業（株）
〔加賀市〕

NPO法人
白山高山植物研究会
〔白山市〕

（株）白山機工
〔白山市〕

リクル
〔金沢市〕

受賞者

（株）アシストエリア
〔金沢市〕

やまだちかい

合同会社山立会
〔白山市〕

インプロノート
〔中能登町〕

合同会社のとしし団
〔羽咋市〕

（株）サンライフ／
（有）あさひ農園
〔能登町〕

ガレリア画廊
〔白山市〕

製品・サービス名

もろみシリーズ
「もろみ粉・もろみ塩」

マイクロ水力発電システムによ
る高品質イチゴ栽培
（設置場所：旧鳥越）

Plakira ゆらぎタンブラー

白山の高山植物をまるごと保全
する「ミニ白山構想」

店舗受取型 IoT ロッカー
「あずかりくん」

制服リユース
～みんなで作るおさがりの輪～

製品・サービス名

ATTE chouchou
－アッテ・シュシュ－

ハンドクリーム「INO」

ま わ

農家の負担を減らして循環る里
山農業

のとしし大作戦

地域循環圏・のとモデル

あわゆきとう

淡雪糖ライスアイス

賞位

金賞
（製品）

金賞
（サービス）

銀賞
（製品）

銀賞
（サービス）

銅賞
（製品）

銅賞
（サービス）

賞位

里山里海賞
（製品）

里山里海賞
（製品）

里山里海賞
（サービス）

里山里海賞
（サービス）

資源循環賞
（サービス）

パブリシティ賞
（製品）

いしかわエコデザイン賞2018の受賞製品・サービス
ガ イ ア ッ ク ス

車載式瓦舗装材プラント「GAIAX」

株式会社エコシステム
（能美市）

大 賞
＜製品領域＞

山への恩返しプロジェクト

加賀木材株式会社
（金沢市）

大 賞
＜サービス領域＞
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ドイツ・フライブルク
　フライブルクは、南ドイツのバーデン＝ヴュル
テンベルク州の南西に位置します。
　積極的な環境保全に向けた取り組みが評価され
ている「環境首都」です。石川県では、1999年か
らフライブルクとの環境交流を進めています。

ドイツ

イタリア

スイスフランス

ベルギー

ルクセン
ブルク

ベルリン

ミュンヘンフライブルク

フランクフルト

ドルトムント

ハンブルク

オランダ

チェコ

ポーランド
イギリス

オーストリア

スロベニア

自
然
と
人
間
環
境
の
調
和

ド
イ
ツ
・フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
環
境
研
修
レ
ポ
ー
ト

文
・
写
真 

◎ 

石
川
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
委
員　

荒
木　

真
由
美

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
は
自
然
、
古
い
も
の
、

そ
し
て
新
し
い
も
の
が
調
和
し
て
い
る
街

で
し
た
。
自
然
の
中
に
あ
る
環
境
を
学
ぶ

施
設
・
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
市
中
心
部

に
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
大
聖
堂
が
、
そ
し

て
最
新
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
の
市
役
所
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
覆
わ

れ
て
お
り
、
温
暖
化
対
策
へ
の
意
気
込
み

を
感
じ
ま
し
た
。

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
選
ば
れ
た
学

級
が
環
境
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。
今
回

は
ア
ン
ネ
フ
ラ
ン
ク
小
学
校
の
３
年
生
と

１０
回
シ
リ
ー
ズ
の
ご
み
に
つ
い
て
の
学
習

に
参
加
し
ま
し
た
。
本
来
捨
て
て
し
ま
う

も
の
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
再
度
利
用
し
よ

う
と
い
う
内
容
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思

い
の
も
の
を
作
り
上
げ
、
作
品
を
紹
介
し

合
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
で
は
他
に
も
幼
児
か
ら
大
人

ま
で
、
様
々
な
体
験
を
し
な
が
ら
楽
し
く

自
然
を
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
家
庭
で
の
活
動
を
知
る
た
め
に

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
の
ウ
ー
テ
さ
ん

の
お
宅
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
ウ
ー
テ
さ

ん
は
と
く
に
こ
れ
を
頑
張
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
庭
で
野
菜
や
果
物
を
少

し
育
て
、
市
指
定
の
ゴ
ミ
の
分
別
を
し
て

い
る
だ
け
と
の
こ
と
で
し
た
。
た
だ
先
進

国
に
住
む
自
分
た
ち
は
、
ほ
か
の
国
の
人

た
ち
よ
り
も
Ｃ
Ｏ
２

を
多
く
排
出
し
て
い

る
こ
と
を
常
に
頭
に
置
い
て
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ど
こ
に

行
っ
て
も
き
れ
い
な
水
が
飲
め
る
世
界
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
、

と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

す
ば
ら
し
い
の
は
行
政

の
取
り
組
み
で
す
。
団
地

を
作
る
と
き
に
は
公
共
交

通
機
関
ト
ラ
ム
（
路
面
電

車
）
が
設
置
さ
れ
、
す
べ

て
の
道
路
に
は
自
転
車
専

用
道
路
が
必
ず
作
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
ご
み
対
策
で

は
、
家
庭
で
は
４
つ
に
分

類
し
、
ビ
ン
類
は
町
内
の

コ
ン
テ
ナ
に
、
粗
大
ご
み

は
施
設
に
持
っ
て
い
く
か
、

取
り
に
来
て
も
ら
い
業
者

が
分
別
し
ま
す
。
埋
め
立

て
ご
み
は
無
く
、
分
別
後

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も

の
は
焼
却
処
分
と
な
り
ま

す
。行

政
の
取
り
組
み
で
は

住
民
サ
イ
ド
の
発
想
や
ア
イ
デ
ア
を
多
く

取
り
入
れ
る
こ
と
で
住
民
の
理
解
を
得
て

い
ま
す
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
は
個
人
、
行

政
、
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
、
街
全
体

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
街
計
画
を
実
行

し
て
い
ま
す
。

今
回
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
学
ん
だ
よ
う
に
、

誰
か
が
で
は
な
く
み
ん
な
が
参
加
し
て
、

無
理
な
く
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日本人のためにボランティアが翻訳
してくれたごみの分別表

ソーラーパネルに覆われた市庁舎

「古いものから新しいものを作る」と
いう課題での勉強

フライブルクのエコステーション
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環
境
活
動
が
も
た
ら
す
経
済
効
果

文
・
写
真 

◎ 

い
し
か
わ
自
然
学
校
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

越
田　

奈
央
子

私
は
、
い
し
か
わ
自
然
学
校
第
１０
期
修

了
生
で
、
お
米
を
育
て
販
売
す
る
農
家
で

す
。ド

イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
は
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
農
家
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
（
市
民
農
園
）、
環
境
保
全
局
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
「
環
境
問
題

は
お
金
に
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
や
す
い

の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
逆
に
取
り
組
む
こ

と
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
、
人
口
増
加
を

も
た
ら
し
ま
す
。
１
９
８
０
年
代
に
農
家

や
学
生
を
中
心
に
し
て
起
き
た
原
発
立
地

反
対
運
動
を
き
っ
か
け
に
、
市
は
持
続
性

の
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
へ
と
転
換
し
た

そ
う
で
す
。
自
分
で
考
え
る
、
自
由
な
気

風
を
大
事
に
す
る
学
園
都
市
と
い
う
特
色

が
あ
り
ま
す
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、「
少
な
い
予
算

や
ア
イ
デ
ア
で
た
く
さ
ん
の
効
果
を
あ
げ

よ
う
！
」
と
知
恵
を
絞
っ
て
い
た
こ
と
で

す
。
そ
の
一
つ
が「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」

で
す
。
例
え
ば
市
内
に
家
に
も
工
場
に
も

不
向
き
な
場
所
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
こ

れ
を
「
庭
」
と
し
て
市
民
に
貸
し
出
す
こ

と
で
、
管
理
費
を
か
け
な
く
て
よ
い
ど
こ

ろ
か
、
逆
に
お
金
が
入
り
、
税
収
が
増
え

る
の
で
す
。

市
が
実
験
的
に
設
計
し
た
家
が
並
ぶ
地

区
で
は
、
各
住
宅
の
毎
日
の
暖
房
や
明
か

り
を
な
る
べ
く
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま

か
な
う
設
計
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
家
の
す
ぐ
前
を
ト
ラ
ム（
路
面
電
車
）

が
走
り
、
自
転
車
や
歩
行
者
の
道
も
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
が
用
意

さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
転
車
は
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
歩
行

者
も
守
ら
れ
ま
す
。
家
ひ
と
つ
だ
け
で
は

な
く
、
そ
こ
に
交
通
、
学
校
や
店
の
配
置
、

他
の
街
と
の
つ
な
が
り
も
一
緒
に
し
て
考

え
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。
街
づ

く
り
そ
の
も
の
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り

上
げ
て
い
る
の
で
す
。

環
境
教
育
も
熱
心
で
す
。
こ
れ
は
ど
こ

か
遠
く
の
問
題
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
に
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
気
付
か

せ
、
自
分
で
考
え
る
力
が
つ
き
ま
す
。「
快

適
な
暮
ら
し
」
と
「
意
識
の
高
い
教
育
」

が
あ
る
た
め
、
移
り
住
む
人
も
増
え
て
い

ま
す
。
す
る
と
税
収
が
増
え
て
街
に
活
気

が
出
て
く
る
の
で
、
ま
す
ま
す
移
り
住
む

人
が
増
え
る
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
の

「
何
か
リ
ス
ク
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
先
へ

行
く
た
め
に
、
ま
ず
一
歩
進
ま
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉

が
印
象
的
で
し
た
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
も

環
境
活
動
が
浸
透
し
始
め
る
ま
で
数
十
年

か
か
り
、
失
敗
実
験
の
繰
り
返
し
で
今
が

あ
る
そ
う
で
す
。
資
源
が
少
な
い
と
い
わ

れ
る
日
本
で
す
が
、「
今
あ
る
も
の
」
を

掘
り
起
こ
し
、
繋
げ
な
お
す
こ
と
で
何
か

が
起
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

失
敗
は
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
失

敗
か
ら
さ
ら
に
学
び
、
ま
た
取
り
組
む
こ

と
で
物
事
は
前
進
し
ま
す
。
足
元
か
ら
見

た
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
大
き
く
経

済
を
回
す
こ
と
を
実
感
し
た
研
修
で
し
た
。

パッシブハウス。壁の厚さは３０㎝で断熱性が高い

クラインガルテン。庭や菜園として使われる

便の途切れない路面電車
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い し か わ の 自 然 と 環 境

えこナビは（公社）いしかわ環境パートナーシップ県
民会議が発行する石川の自然と環境の情報誌です。

今
年
５
月
に
元
号
が
平
成
か
ら
新
た
な
元
号
に
代
わ
り
ま

す
。
平
成
に
入
っ
て
、
環
境
問
題
が
初
め
て
国
際
社
会
で
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
の
共
通
の
認
識
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
長
い
年
月
を
か
け
て
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

気
候
変
動
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

よ
う
に
な
り
、
昨
年
は
平
成
２
番
目
の
大
雪
を
は
じ
め
西
日

本
で
の
集
中
豪
雨
、
夏
の
連
日
の
猛
暑
日
、
大
型
台
風
の
来

襲
な
ど
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
出
来
事
が

多
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
中
、
２
０
３
０
年
の
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し

た
「
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
」
す
る
た
め
の
地
球
温
暖
化

防
止
パ
リ
協
定
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
は
、
新
し
い
時
代

に
お
い
て
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
中
里

茂
）

こ
の
号
よ
り
、
え
こ
ナ
ビ
編
集
委
員
を
拝
命
し
ま
し
た
。

季
刊
『
自
然
人
』
の
編
集
長
を
し
て
い
た
経
験
が
、
少
し
で

も
本
誌
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
２
０
１
８
年
は
国
連
大
学
Ｉ
Ａ
Ｓ－

Ｏ
Ｕ
Ｉ
Ｋ
が

金
沢
市
に
開
設
さ
れ
て
１０
周
年
で
し
た
。
１
年
間
、
県
内
各

地
で
リ
レ
ー
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
取
材
し
、
石
川

県
か
ら
国
際
社
会
へ
と
、
地
域
発
の
モ
デ
ル
と
し
て
発
信
で

き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
今
回
特
集
し
て
い
る
「
生
物
文
化
多
様
性
」
は

石
川
県
が
そ
の
発
祥
と
も
言
え
る
も
の
で
、
獣
害
な
ど
の
問

題
も
こ
の
考
え
方
に
当
て
は
め
れ
ば
、
新
し
い
解
決
策
が
導

け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
多
く
の
方
に
関
心

を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
若
井

憲
）

「生物文化多様性」の特集はいかがで
したか？
ぜひ皆さんのご意見・ご感想を下記

の県民エコステーションへお寄せくだ
さい。
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集
後
記

会員募集中！
県民会議の活動の趣旨に賛同いただき、

支援していただける団体賛助会員・個人会員を募集しています。
◆年度会員／団体（一口）2万円・個人（一口）2千円

会員になると、機関誌E-GAIA・えこナビの配布、研修室の無料
貸出、各種行事の案内、環境関連情報の提供などがあります。
※このほか、時期を定めて開催する講習会や助成制度の申込み等については、
ホームページやメールマガジンなどで随時ご案内いたします。
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県民エコステーションからのご案内県民エコステーションからのご案内

検 索県民エコステーション詳しくは

今年も環境フェアを、8月24日（土）、25日（日）の2日間、石川県産
業展示館4号館（金沢市袋畠町）で開催します。
この環境フェアは、環境保全の情報交換の場として、また、環

境に関する様々な展示や体験を通じて県民一人ひとりが楽しみな
がら人間と環境の関わりについて理解を深め、循環型社会の形成
に向けた取り組みなど、環境にやさしいくらしについて、考え、
実践していく契機となることを目的としています。
さらに、昨年に引き続き、「いしかわの里山里海展」等を同時
開催し、里山里海がもたらすさまざまな恵みや生きものと共生し
ていく大切さを発信し、人と人とのふれあいの場の提供や人と自
然が共生できるくらし、地球に優しい社会を提案する予定です。

いしかわ環境フェアホームページ
http://fair.eco-partner.net/

県民エコステーションは、21世紀のいしかわの環境を支える活動・
交流・情報の拠点です。

県民エコステーションでは、

・エコクッキングや土曜環境サロンなど、参加・体験型の学習講座を開催しています。
・環境保全のための講演会等に講師を派遣しています。
・環境に関する図書等の閲覧や貸出を行っています。
・いしかわ自然学校の事務局として、本県の豊かな自然をフィールドとした自然体験プログラムを紹介
しています。

・指定管理者として夕日寺健民自然園の管理を行っています。
里山の恵みを受け、楽しみながら理解を深められるさまざまな活動を実施しています。

環境について、知りたい、学びたい、そして活動したい人をサポートします。

県民会議では、レジ袋有料化に伴う収益金のご寄付をい
ただいております。
各事業者の皆さまには、ご寄付をいただきありがとうご

ざいました。
いただいたご寄付により、地球温暖化対策をはじめ環境

保全に係る事業を県民、民間団体、事業者、行政等と協働・
連携して実施していきたいと考えておりますので、引き続
きご理解・ご協力をお願いいたします。

ご寄付をいただいた事業者の皆さん（１３事業者）
（株）安達、アルビス（株）、イオンリテール（株）北陸・信越カ
ンパニー、（株）大阪屋ショップ、（株）鍜治商店、金沢大学生
活協同組合、生活協同組合コープいしかわ、ダイヤモンド商
事（株）、（株）ニュー三久、マックスバリュ北陸（株）、（株）松
本日光舎、（株）マルエー、（株）宮崎クリーニング社

レジ袋削減協定参加事業者一覧
http : //www.pref.ishikawa.lg.jp/ontai/pp/rejibukuro/

県民エコステーションについて

いしかわ環境フェア 2019

レジ袋有料化に伴う寄付について


